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５．２次コンテスト提案一覧

1 師岡熊野神社「いの池」愛護会
いの池を中心とした地域資源循環システムの再
生と維持

2 あおぞら広場をつくる会 あおぞら広場

3 生麦事件参考館リユースプロジェクト
歴史でつなぐ多文化共生・多世代交流のまちづ
くり

4 二つ台みーとみーとPJ シェアキッチンを備えた多世代交流拠点の整備

5 『あつまれ！なみき』ワーキンググループ あつまれ！なみきの・みんなで・きずくみらい！

6 いちょう坂商店街カフェ
集い・学び・楽しむ。カフェで助け合いの輪をつく
る。

7 「アスレの森」を残す会「あすのこ」 あつまれ「アスレの森」

8 パレット境木ベース運営委員会 懐かしい街の記憶を次世代へと繋ぐ拠点

9 弘明寺　チームNECTA　COLLECT
生き辛い世の中を生きる青少年のための居場所
作り

10
熊野の森，子どもの居場所プロジェクト実
行委員会

熊野の森，子どもの居場所プロジェクト

発表順 提案名 ページ提案グループ名
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ヨコハマ市民まち普請事業

２次コンテスト事前質問集 

【提案名グループ名】 

師岡熊野神社「いの池」愛護会 

事 前 質 問 回  答  欄 

朝比奈委員 

① イベントや作業を通じて関心が高ま

っているようすがうかがえます。活

動への継続参加や運営の仲間づくり

についてどんな工夫を考えています

か。

これまでの活動の経験やそれぞれの世代の

思いを共有して、出来ること得意なことを分

担して楽しくやっていくための話し合いを重

ねていくことが基本と考えています。その上

で、かい掘りのような大掛かりな活動だけで

はなく、人が集まるきっかけをもっと多くし

て顔が見える関係を築きたいと思っていま

す。 

② 活動の収支計画について教えてくだ

さい。

いの池愛護会は、師岡町に住む人々の地元

の歴史に触れながら憩う場所との認識のもと

「いの池」を美しく維持・保全し、これを継

続させていく目的で令和元年 12 月に設立し

た自主自立の非営利団体です。その運営は会

費及び会員・活動協力者からの作業用具等の

提供により、収支面に支障がなく行われてき

た 5年間の実績があります。（会員は令和 2年

度期末 28名に対して令和 5年度期末 45名と

17名増加） 

今回整備する施設の維持管理費は、太陽光

発電の発電容量アップに係る「鉛蓄電池」・「水

中ポンプ」など消耗品費等 9,400 円の支出を

見込む必要があります。 

愛護会の運営は、一口 1,000 円で年間 100

口程度の会費収入で行っています。 

設立以来 5年の間、地道に継続実施してき

た活動の主な支出は、かいぼりで使用する胴

長靴の補充や、かいぼり後の軽食提供材料、
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竹灯籠や池のライトアップ材料、ほうきなど

清掃用消耗品の購入で、今回の整備する施設

の維持管理費を加算しても剰余金（次期繰越

金）の推移から今後も維持できる見込みにあ

ります。 

植松委員 

①公道の下を導管を通すことで通水す

るとのことだが、より高位置にある場

所から傾斜を利用しての通水でつま

りなどの心配はないでしょうか。

境内の玉砂利（砕石）や落ち葉が導水管に

混入してつまることが想定されますが、下記

により「つまり」の心配を排除できると考え

ています。 

・坂道沿いは転がし配管で導水管を設置する

予定です。景観上許容されると考えられる

外径約 75 ㎜（内径約 60mm）の導水管を選

定し、小さな異物が管内に滞留しないよう

にします。

・既設の排水マスと導水管の間に新設する約

40 ㎝角の取水マスの出入り口にストレー

ナ（ふるい）を設置して異物を除去します。 

・導水を一時止める池のかいぼりの際に取水

マスとストレーナを点検し清掃します。

②神社の神泉であり、農地のため池でも

あった当該池が流水を呼び込むこと

で息を吹き返し、掻い堀による環境

意識の啓発や汚泥の肥料化、竹細工

による近隣の交流の場づくり、太陽

電池によるライトアップなどが実現

するとのことだが、それらを継続さ

せていく秘訣を教えて下さい。 

同じ活動を継続することは大切なことと思

いますが、活動の成果によっていの池の環境

はより良く整えられていき、それによって活

動の参加者の思い、そして師岡に住む人々の

思いも変化してくるはずです。「私たちの学

び・知識とアクションでこの池を護っていく」

という地元主導の態勢づくりという考えを活

動の根底に据え、地域の人々あるいは会員の

思いを世代間の壁を超えて拾い上げて共有

し、具体的な活動に移していくことこそが継

続には不可欠と考えています。 

川原委員 

質問なし 

後藤委員 

質問なし 

杉崎委員 
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①整備のときにメンバー以外の地域住

民等が参加する作業などを予定して

いるかを教えてください。

池周囲の環境整備の一つとして、水辺植物

と池周囲の植栽を増やす計画があります。 

池周囲の植栽は会員が行うことになります

が、水辺植物の植栽は、かいぼり時作業に組

入れ、会員外のかいぼりに参加した子どもと

大人にも参加を呼びかけてまいります。 

なお、上記以外にも活動が押しつけではな

い楽しいものになるように、作業参加者等か

らアイデアを求めるなどの検討会や行事開催

後の懇親会などを実施し会員以外の方で愛護

会の活動に興味を持っている方にも輪を広げ

てまいります。 

②電気代等、整備したものの維持管理に

かかる費用はどれくらいですか。

 今回整備する施設では下記の維持管理費用

が予想されます。 

<1項 神社から池への導水管の設置> 

導水量を増やす場合を想定 

汲みあげ地下水の増加に伴うインバータ式

600W水中ポンプの電気料金増分。 

100W 8時間/日稼働とすると 

24kWH/月×@36.4円≒900/月=10,800円/年 

<4項 太陽光発電の発電容量アップ> 

 池の水のエアレーションとろ過稼働時間拡

大に伴う部品の予防修理交換 

水中ポンプ    1回 3,500円/年 

エアーポンプ  1回 1,500円/年 

長寿命鉛蓄電池  1回 20,000円/5年 

ホース   1回 2,000円/5年 

小計  9,400円/年 

1項と 4項の合計 \20.200円/年 

鳥海委員 

① 水温や環境の変化によって今の生態

系が変わることはありませんか？専

門家や有識者の伴走はありますか？

今回の導水による池の水質改善の目的の一

つに、雨が降らずに池の水量が減る夏のアオ

コ発生の抑制があります。

導水量は今後検討する予定ですが、現状の

予定導水量は一日あたり 1～3 ㎥（令和神苑

の汲みあげ地下水と手水舎のオーバーフロー
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水道水（神社行事時期で変化））です。別に降

雨時には社殿の一部の雨水が加わります。今

回の新たな導水量は現状の池の総水量約 230

㎥に対しては僅かで、今の生態系が変わる(悪

化する)ことはないと考えています。 

 いの池の水質改善方策については、愛護会

発足当初より熊野神社市民の森を管理されて

いるみどり環境局北部公園緑地事務所に相談

しながら進めてきました。多様な生物が棲む

池の環境を再生するため、かいぼりによる池

底に溜まった堆積泥を減らす取組とともに以

下の助言をいただいています。 

・水を循環させる 

・池底に光を入れる（周辺樹木の選定） 

・生物の個体数の適正管理 

今回の導水計画への助言は 

・池に川のように大量の水を流さないこと、

流すと池内の有機物（沈んだ落葉等）を分

解するバクテリアがいなくなってしまう 

とのことです。 

② 綺麗になった池に親しむ活動とは具

体的にどのようなことをイメージさ

れていますか？ 

池をきれいにする活動は継続的に行う必要

があると考えています。それによって会員だ

けでなく地域の人々が顔を合わせ、自然発生

的に「これをやっていこう」という活動の萌

芽が生まれてくることが期待できます。そう

やって自分達で自分達のやることを見つけ、

それを実践していくことが子どもにとって懐

かしい経験・思い出になり、地域の人の声で

もあるいの池が日常生活の一部になることと

考えます。 

③ ざりがにや昆虫、野草、水生植物等は

団体が管理するイメージですか？市

民の物ですか？「採ってはいけませ

ん。」「入ってはいけません。」等、周

知して管理を考えている「禁止事項」

があれば教えてください。 

「いの池」は昭和 30年代まで師岡の地を潤

す貴重な農業用水の水源として、谷戸地形の

水と土の利点を最大限に活かす地域の共有地

（コモンズ）として護られてきました。周辺

の宅地化が進んだ現在は熊野神社市民の森の

一部として、土地所有者（代々の土地所有者
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と師岡熊野神社）の協力により市民のいこい

の場として利用させていただいています。「い

の池愛護会」は熊野神社及び氏子総代会の信

任を得て、池をきれいに維持保全する活動の

中心的な役割を担い、現代的にコモンズを蘇

らせる活動を行っています。 

「ざりがにや昆虫、野草、水生植物等は団体

が管理するイメージですか？ 」 

⇒いの池愛護会が日常的にそれらを直接管理

しているわけではなく、いの池と周辺の自

然な環境を再生し生態系を維持保全する

ための活動を行っています。

「市民の物ですか？」 

⇒特定の者の所有物ということではなく、地

域のコモンズとして皆で生態系を護って

いるという認識です。

「周知して管理を考えている「禁止事項」が

あれば教えてください」 

⇒市民の森の利用マナーの掲示板が池の周囲

3か所あり、以下の記述があります。

「生き物を持ち込まない、持ち帰らない」 

⇒いの池愛護会では活動参加者に次の内容を

周知しています。

生態系のバランスをこわさないよう、外来

生物法で指定されている「アカミミガメ」

「アメリカザリガニ」を

・（最期まで飼えないなら）持ち帰らない 

・飼うなら最期まで大切に飼う

・池や川に逃がさない

また、池に来る鴨などへの積極的なエサや

リは近隣のお宅への糞害のクレームもありご

遠慮いただいています。 

④ 大がかりな工事は業者が行うことに

なるかと思います。その他の整備に

携わる項目に、「会員 2人/7日・会員

① 水辺と池周辺の植栽

②掲示板の組立設置

③太陽光発電の組立・設置
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3人/3日」等、人数が書かれています

が、述べ 8 名の会員は同じ方が重複

して担当されていますか？その場

合、地域住民や他のメンバーはどの

ような形で整備に関わりますか？ 

④石積護岸の修復

について、電気工事、土木・機械工作、設備

工事を得意とする会員が主に行うことにな

り、重複しての担当となります。（会員や行事

参加者の中には特技・技術・経験などを有す

る方々がいます。今回予定している方々も作

業検討会や作業後の懇親会、作業合間の雑談

で自分だったらこうする、こうしたいとの意

見から担当してもらうこととしており、押し

付けではなく話し合いの結果によるもので

す。） 

検討会・懇親会等の場でそれぞれの方々の

できること、やりたいことの意見を求めるな

どにより、技能等に応じ作業に参加する人の

輪を広げてまいります。 

現時点では、水辺の植栽や石積護岸の小石

充填など整備内容から適切なものを選定し、

子ども達の参加を募り、大人と協働作業を経

験してもらうことを考えています。 

 また、各整備事業の工事進捗状況や実施日

等については、かいぼり・清掃活動時や、SNS

等で、会員はもちろん、地元の方々にも適時

発信し、関心を高めてまいります。 

肥後委員 

① 愛護会の活動理念や歴史の取りまと

めと発信とは、具体的にどんなこと

をする予定ですか？

かつては「いの池」を含む水路が農業用水

として管理・利用されていましたが、時代と

ともに水源として利用されることもなくな

り、土地の経済的な利用を目的に埋めようと

いう議論も行われました。愛護会は、そうし

た中で何とか保全・維持を自分たち地元の手

でやっていこうという有志４人により令和元

年に設立されました。その思いは設立趣意書

にまとめられています。 

まずは、有志４人を始め会の発足初期から

参加しているメンバーと次世代のメンバー
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が、共に活動する中で、その想いや経緯、こ

れまでの進め方を実感し、聞き取り・取りま

とめ・会員間での共有の場づくりを一層進め、

その内容を掲示板等広報媒体に掲載すること

を考えています。 

② 上記と重なりますが、将来像のデザ

インと共有とは、誰に向けて何をす

るイメージですか？ 

新たなメンバーが加わる中で、新たなアイ

デアも生まれてはいますが、各メンバーが会

の設立趣旨を理解し、これまでの活動の歴史

の上に活動を続けていくことが大切と考えて

います。このため、まずは、メンバー間で設

立趣旨や歴史を踏まえた上で、どのような活

動をしていきたいか、その活動によって何を

目指すのかを議論し、共有していきたいと考

えています。 

まち普請事業の応募を通じて、実際にこう

した議論を行い、メンバーの思いを文字や絵

にすることにつながっています。 

こうしたことも行いながら、更に地域に対

する発信を行い、理解を広げていきたいと考

えています。 

松村委員 

① 「いの池を護るとはどういうこと

か？」に関して、地域の方々にとっ

ての意味や意義はどのような意見が

挙がりましたか？

11月 9日の意見交換では、参加者の想いと

して次のような意見が挙がりました。 

・子ども達に「なっかしい」と思い出せる経

験をつくる（愛着をもってもらう）。

・生き物が生きていて、人が生活していて、

憩い、癒しになる。命に触れ合える場所。

・地元の町に池があることがいい。人が集ま

ってくる場所であって欲しい。

・いの池が生活の一部であって欲しい。

・まだ限定されたメンバーが中心だが、人の

つながり（人の循環）がもっと広く、世代

を越えて生み出されるといい。

・人が集まる場所だというみんなの共通理解

が生まれる（醸成される）とよい。

・いろいろな人がつないでくれている／参加
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してくれる。 

・以前は暗くて怖いイメージだったが、「池で

色々やっているよね」「いの池があるといい

よね」と子ども達が思えるようになってほ

しい。 

・池に通りかかる人が楽しくなるように。敷

地がきれいなだけでも人は集まる。

活動内容を企画・準備する側が、その活動

を一緒に行った参加者を交えて活動の振り返

りのための話し合いを行うことで、こうした

「思い」だけでなく、今後のアクションにつ

ながる「アイデア」も引き出されました。 

② 地域資源の循環は、どこからどこへ、

どのような資源がめぐっていくので

すか？その循環システムを再生させ

る目的は何ですか？

水と土の循環があると考えています。 

【水】森に降った雨は土に浸透し、いの池に

流れ込みます。神社周辺の湧き水は時代と

ともにあまり見られなくなってしまいまし

たが、神社境内で汲み上げた地下水のオー

バーフロー水等をまち普請事業によって池

に導水することで、地下水を循環させるこ

とができ、また池の水の循環を作ることが

できます。 

【土】市民の森で育った木々からの落ち葉の

一部が池に流れ込み、堆積し泥になります。

池のかい掘りによってその泥を森に還し、

森の土の栄養となります。一部は近隣の畑

で肥料として利用されます。 

水が水脈に沿って巡り、土が豊かさを回復

していく中で、生命もまたその生きる力を回

復していきます。かつてはいの池を中心に、

種の棲み分けと種の相互依存による生命圏が

あったと聞いています。私たちは愛護会の活

動を通してその生命圏がまだまだここにはあ

るとの実感を得てきました。 

それをかつてと同じように回復させること
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はできないとしても、こうした自然の循環の

輪に私たちもその一部として参画し太くする

ことで、いの池やその周辺地域を美しく維持・

保全し、池に生きる生物や池に集まる生物の

多様化、豊かな自然の再生につなげていける

との手応えを得ています。この手応えを手が

かりに、この自然の循環の輪を再生し維持し

ていきたいと考えています。そしてその活動

を通じて、子ども達が自分のふるさとに愛着

と誇りを持てるようになると考えています。 

環境省は、地域資源を活用して環境・経済・

社会を良くしていく事業（ローカル SDGs 事

業）を生み出し続けることで地域課題を解決

し続け、自立した地域をつくるとともに、地

域の個性を活かして地域同士が支え合うネッ

トワークを形成する「自立・分散型社会」を

示す考え方として「地域循環共生圏」という

概念を打ち出しています。その際に、私たち

の暮らしは森・里・川・海のつながりからも

たらされる自然資源が活用できる範疇でのみ

成り立つため、それらを持続可能な形で活用

していくとともに、自然環境を維持・回復し

ていくことが前提となると謳っており、愛護

会の活動はこれを実践することにつながりま

す。 

（「環境省ローカル SDGs」ホームページ） 

https://chiikijunkan.env.go.jp/shiru/#a-

shiru-about 

③ かい掘の参加した人が愛護会に入会

するケースは、1年に何人くらいいま

すか？

入会申込は、①かいぼり・清掃等の行事参

加時の申込②SNS・池横の掲示板等をみての申

込③会員を介しての申込などがあり、かいぼ

り参加に特定して捉えることは難しいです。 

年間の新規会員数の推移は、令和４年：７

名、令和５年：９名、令和６年（11月末現在）

6名となっています。 

なお、会員増加は、役員の若返りや女性の

19
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視点を入れるなど人のつながりを広くするこ

とにより加入会員世代を拡大して、多様な活

動内容に繋がるアイデアを引き出すと共に楽

しい「いの池」愛護会活動に発展させること

により図っていきます。 

会員の増加も大切ですが、会費を払って会

員になる方々だけでなく「いの池」を大事に

思って頂ける地域の方々と一緒に活動するこ

とが大事と考えています。 
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第 2回あおぞら広場を考えるWS 第 2回あおぞら広場を考えるWS 第 2回あおぞら広場を考えるWS

広場活用方法投票＆提案WS③広場活用方法投票＆提案WS②広場活用方法投票＆提案WS①

職員WS

子どもWSの
成果模型

テント社会実験

テント社会実験

ブロックで活用方法提案パネルに投票

あおぞら広場１次コンテスト以降の活動内容

第2回あおぞら広場を考えるワークショップ
３つの設計案を比較しながらあおぞら広場のアイデアを出しあいました。

9
7

職員ワークショップ
広場の安全性や運用上の使い勝手等について
職員を中心としたメンバーで話し合いました。

9
27

子どもワークショップ
保育の時間に子どもたちと一緒に
粘土等を使ってあおぞら広場をつくりました。

10
24

金沢シーサイド FMに出演・告知10
27

屋外テント社会実験②10
31

第 3回あおぞら広場を考えるワークショップ（予定）12
21

近隣住民の方々への訪問・本提案の紹介と説明9
2

谷津町内会役員会での本提案の説明10
4

屋外テント社会実験①
対象敷地付近にテントとベンチを設置して、
地域の方々と一緒にお茶会をしました。

子どもWS

子どもWS

まつりの来場者の方々に広場の活用方法を示したパネルを
見てもらい、「いいね」シールを投票してもらいました。

あおぞら広場活用方法・アイデア投票WS11
17

あおぞらふれあいまつり in 谷津

上のアイデアに加えて、新たな広場の活用方法について
LEGOブロックを使って子どもたちと一緒に考えました。

あおぞら広場活用方法・LEGO制作WS
あおぞらふれあいまつり in 谷津
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A
案
：
バ
ー
カ
ウ
ン
タ
ー
と
ハ
ッ
ト
型
パ
ー
ゴ
ラ

B
案
：
分
厚
い
壁
と
道
ま
で
の
び
る
長
い
パ
ー
ゴ
ラ

C
案
：
ル
ー
バ
ー
ス
ク
リ
ー
ン
と
大
き
な
丸
机

こ
れ
ま
で
の
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
の
成
果
と
整
備
内
容
の
変
遷

あ
お
ぞ
ら
広
場

そ
の
他
資
料
①

　
あ
お
ぞ
ら
広
場
の
構
想
を
説
明
し
た
後
、
模

型
を
見
な
が
ら
新
た
な
意
見
や
ア
イ
デ
ア
を
出

し
合
い
ま
し
た
。
保
護
者
目
線
で
は
子
ど
も
の

安
全
面
に
関
す
る
意
見
が
多
く
で
ま
し
た
。

保
護
者
の
方
々
の
意
見

地
域
の
方
々
の
意
見

・
子
ど
も
達
が
カ
ウ
ン
タ
ー
に
配
置
し
て
あ
る
椅
子
に
上
っ
て

ジ
ャ
ン
プ
し
た
り
、
柵
を
乗
り
越
え
た
り
し
な
い
よ
う
に

注
意
が
必
要
で
あ
る
。

・
保
育
園
の
周
り
に
自
動
販
売
機
が
な
い
た
め
、
何
か
飲
み
物

や
自
動
販
売
機
を
設
置
し
た
い
。

・
車
を
運
転
す
る
立
場
か
ら
す
る
と
駐
車
場
側
に
出
入
り
口
が

あ
る
た
め
、
車
の
ト
ラ
ブ
ル
が
発
生
す
る
可
能
性
が
高
い
こ

と
か
ら
入
口
を
公
園
側
に
変
更
す
る
の
は
ダ
メ
な
の
か
？

・
引
き
戸
の
門
を
メ
ッ
シ
ュ
に
し
て
視
線
が
通
る
よ
う
に
し
た
い
。

・
水
道
と
カ
ウ
ン
タ
ー
を
一
体
化
し
た
い
。

・
情
報
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
を
設
置
し
た
い
。

・
駐
車
場
に
あ
る
植
栽
部
分
を
通
路
に
し
た
い
。

・
使
う
人
に
よ
っ
て
変
化
す
る
様
々
な
形
の
ベ
ン
チ
が
あ
る
と

い
い
、
使
わ
な
い
ベ
ン
チ
は
フ
ェ
ン
ス
の
下
に
収
納
し
て

季
節
に
応
じ
て
変
化
す
る
広
場
に
し
て
み
た
い
。

・
パ
ー
ゴ
ラ
の
上
に
植
物
を
絡
ま
せ
た
い
（
果
樹
系
と
か
）。

意
見
を
基
に
透
過
性
の
高
井
引
き
戸
の
門
を
設
置

第
1
回
あ
お
ぞ
ら
広
場
を
考
え
る
W
S

7.
5 
Fr
i

3
つ
の
設
計
案
に
よ
る
発
想
の
転
換

カ
ウ
ン
タ
ー
の
窓
を
介
し
て
地
域
の
人
と
園
児
が
会
話
で
き
る

提
案
で
す
。
公
園
側
に
ベ
ン
チ
を
設
け
、
１
人
で
休
憩
す
る
こ
と

も
で
き
ま
す
。
パ
ー
ゴ
ラ
を
設
け
る
こ
と
で
植
物
や
果
物
を
育
て

る
こ
と
が
で
き
る
と
と
も
に
そ
の
下
に
木
陰
が
生
ま
れ
ま
す
。

　
分
厚
い
壁
に
様
々
な
大
き
さ
、
高
さ
の
開
口
が
あ
り
場
所
に

よ
っ
て
使
わ
れ
方
が
変
化
す
る
提
案
で
す
。
１
つ
は
窓
に
な
っ

て
い
て
会
話
が
で
き
、
そ
の
他
の
開
口
で
は
壁
の
厚
さ
を
利
用

し
園
児
が
隠
れ
家
の
よ
う
に
使
う
こ
と
が
で
き
ま
す
。
細
長
い

パ
ー
ゴ
ラ
を
道
路
ま
で
伸
ば
す
こ
と
で
ふ
ら
っ
と
立
ち
寄
り
や

す
い
空
間
を
目
指
し
ま
し
た
。

ル
ー
バ
ー
が
ス
ク
リ
ー
ン
の
よ
う
に
な
り
、
大
き
な
丸
い
机
を

園
庭
の
内
外
で
共
有
す
る
提
案
で
す
。
地
面
が
徐
々
に
高
く
な
り

園
庭
と
滑
ら
か
に
連
続
す
る
断
面
計
画
に
な
っ
て
い
る
他
、
駐
車

場
の
地
面
の
素
材
を
コ
ン
ク
リ
ー
ト
か
ら
土
に
変
え
ま
す
。
そ
れ

に
よ
り
立
ち
寄
り
や
す
く
、
菜
園
も
可
能
な
場
所
に
な
り
ま
す
。

　
3
案
の
提
案
を
つ
く
り
、そ
れ
ぞ
れ
の
良
い
所
、

悪
い
所
を
考
え
ま
し
た
。
ま
た
粘
土
や
家
具
キ
ッ

ト
を
用
い
て
手
を
動
か
し
な
が
ら
広
場
の
利
活

方
法
に
つ
い
て
話
し
合
い
ま
し
た
。

第
2
回
あ
お
ぞ
ら
広
場
を
考
え
る
W
S

9.
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t

の
ぼ
り
を
立
て
る

C
案
の
ス
テ
ー
ジ
と
合
体

・
ブ
ラ
ン
コ
は
2
つ
な
く
す
、
位
置
変
更
は
な
し
。

・
ブ
ラ
ン
コ
横
の
倉
庫
は
位
置
変
更
な
し
。

・
太
鼓
橋
は
ブ
ラ
ン
コ
に
近
づ
け
る
。

・
移
動
す
る
木
と
伐
採
す
る
木
を
選
定
し
た
。

・
第
2
回
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
で
出
た
C
案
の
ス
テ
ー
ジ
意
見
を

採
用
し
カ
ウ
ン
タ
ー
と
合
体
さ
せ
る
。

・
開
閉
で
き
る
窓
の
位
置
を
変
更
す
る
。

・
カ
ウ
ン
タ
ー
下
を
メ
ッ
シ
ュ
に
し
、
声
が
通
る
よ
う
に
す
る
 

こ
と
で
園
庭
と
地
域
側
で
会
話
で
き
る
よ
う
に
な
る
。

・
窓
枠
を
カ
ウ
ン
タ
ー
の
際
に
配
置
し
、
子
ど
も
が
足
を
か
け

ら
れ
な
い
よ
う
に
す
る
。

・
通
り
が
か
っ
た
人
の
目
に
止
ま
る
よ
う
な
も
の
を
設
置
す
る
。

・
広
場
と
駐
車
場
の
素
材
を
統
一
す
る
。

・
ガ
ー
デ
ニ
ン
グ
で
き
る
場
所
を
設
け
地
域
の
人
と
育
て
る
。

あ
お
ぞ
ら
広
場
周
辺
の
植
栽
・
遊
具
に
つ
い
て

あ
お
ぞ
ら
広
場
の
整
備
内
容
に
つ
い
て

　
整
備
案
や
あ
お
ぞ
ら
広
場
周
辺
の
遊
具
な
ど

に
対
し
て
、
第
2
回
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
で
の
意

見
を
踏
ま
え
な
が
ら
園
職
員
の
方
の
目
線
で
意

見
を
出
し
て
も
ら
い
、
話
し
合
い
ま
し
た
。

職
員
W
S

9.
27
 F
ri

作
品
名
　
：
ア
ス
レ
チ
ッ
ク

活
動
内
容
：
階
段
を
使
用
し
た
ア
ス
レ
チ
ッ
ク

活
動
LE
G
O
の
作
品
紹
介

活
用
方
法
・
ア
イ
デ
ア
投
票
W
S

活
用
方
法
・
LE
G
O
制
作
W
S

　
あ
お
ぞ
ら
広
場
で
な
に
し
た
い
？
と
い
う

テ
ー
マ
で
子
ど
も
た
ち
に
レ
ゴ
を
作
成
し
て
も

ら
い
ま
し
た
。
親
御
さ
ん
や
学
生
と
話
し
な
が

ら
考
え
合
計
43
個
の
作
品
が
作
成
さ
れ
ま
し
た
。

　
あ
お
ぞ
ら
広
場
で
の
活
動
風
景
を
ス
ケ
ッ
チ

で
描
い
た
合
計
33
枚
の
パ
ネ
ル
に
「
い
い
ね
！

シ
ー
ル
」
と
「
私
や
り
ま
す
！
シ
ー
ル
」
を
貼

り
投
票
し
て
も
ら
い
ま
し
た
。

あ
お
ぞ
ら
ふ
れ
あ
い
ま
つ
り
in
谷
津

11
.1
7 
Su
n

・
滑
り
台
が
欲
し
い
。

・
み
ん
な
で
ソ
ラ
マ
メ
を
育
て
た
い
！

・
友
達
と
キ
ノ
コ
シ
ー
ソ
ー
で
遊
び
た
い
。

・
ト
ラ
ン
ポ
リ
ン
が
欲
し
い
。

・
映
画
を
み
る
ス
ク
リ
ー
ン
が
あ
っ
た
ら
良
い
。

・
ア
イ
ス
屋
さ
ん
を
し
た
い
！

・
子
ど
も
た
ち
が
作
っ
た
作
品
を
ス
テ
ー
ジ
に
展
示
す
る
。

・
地
域
の
お
じ
い
ち
ゃ
ん
が
休
憩
で
き
る
イ
ス
が
欲
し
い
。

・
ご
み
を
捨
て
る
場
所
が
欲
し
い
。

・
バ
ス
ケ
ッ
ト
ボ
ー
ル
や
フ
ラ
フ
ー
プ
で
遊
び
た
い
。

子
ど
も
た
ち
の
意
見

子
ど
も
た
ち
の
作
品
紹
介

　
あ
お
ぞ
ら
谷
津
保
育
園
の
子
ど
も
た
ち
に
、

あ
お
ぞ
ら
広
場
に
何
が
欲
し
い
か
、
完
成
し
た

ら
ど
ん
な
こ
と
が
や
り
た
い
か
を
粘
土
や
画
用

紙
を
使
っ
て
自
由
に
工
作
し
て
も
ら
い
ま
し
た
。

子
ど
も
W
S

10
.2
4 
Th
u

・
1
人
用
の
小
さ
い
椅
子
が
欲
し
い
。
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地
域
の
人
が
保
育
園
児
や
地
域
の
子
ど
も
た
ち
に

読
み
聞
か
せ
を
行
う

地
域
の
人
や
子
ど
も
た
ち
で

あ
お
ぞ
ら
広
場
の
看
板
を
作
成
し
設
置
す
る

み
ん
な
で
鯉
を
つ
く
り
あ
お
ぞ
ら
広
場
に

地
域
の
鯉
の
ぼ
り
を
つ
く
る

ツ
リ
ー
に
飾
る
オ
ー
ナ
メ
ン
ト
を
み
ん
な
で
作
り

ツ
リ
ー
を
飾
る

地
域
の
人
に
昔
の
遊
び
（
羽
子
板
な
ど
）
を

教
え
て
も
ら
い
一
緒
に
遊
ぶ

地
域
の
人
と
子
ど
も
で
流
し
そ
う
め
ん
台
を
つ
く
り
、

一
緒
に
食
べ
る

地
域
の
方
と
の
フ
リ
ー
マ
ー
ケ
ッ
ト
を
開
催
し
、

お
古
の
洋
服
や
お
も
ち
ゃ
、
子
育
て
グ
ッ
ズ
等
を
売
る

育
児
講
座
や
読
み
聞
か
せ
を
通
じ
て
、

地
域
の
方
と
の
交
流
を
深
め
る

掲
示
板
に
園
児
の
作
品
や

ク
ラ
ス
で
人
気
の
絵
本
・
遊
び
を
紹
介
す
る

利
用
者
の
声
を
聞
く
た
め
に
、

完
成
後
も
気
軽
に
広
場
の
あ
り
方
に
つ
い
て

意
見
交
換
で
き
る
交
流
の
場
を
設
け
る

地
域
の
方
が
展
示
や

紹
介
し
た
い
も
の
を
持
ち
寄
り
展
示
会
を
開
く

夏
休
み
や
冬
休
み
に

幼
稚
園
に
通
っ
て
い
る
地
域
の
子
た
ち
と
一
緒
に
遊
ぶ

お
休
み
の
日
に
地
元
の
キ
ッ
チ
ン
カ
ー
に
来
て
も
ら
い
、

あ
お
ぞ
ら
広
場
で
食
べ
て
交
流
す
る

園
舎
・
園
庭
開
放
に
遊
び
に
き
た
親
子
が

お
弁
当
等
を
持
ち
寄
っ
て
ラ
ン
チ
を
す
る

保
育
園
で
の
お
み
せ
や
さ
ん
ご
っ
こ
を
拡
大
し
て

地
域
の
親
子
と
一
緒
に
行
う

園
内
の
レ
モ
ン
を
使
っ
て
ク
ッ
キ
ン
グ
、
試
食
会

保
育
園
の
給
食
を
地
域
の
方
々
み
ん
な
で
食
べ
る

あ
お
ぞ
ら
ふ
れ
あ
い
ま
つ
り
の
際
に

ピ
ザ
の
提
供
場
所
と
し
て
利
用
す
る

地
域
の
人
の
得
意
分
野
を
題
材
に
ミ
ニ
講
座
を
開
催
す
る

子
ど
も
の
人
権
や
平
和
、
包
括
的
性
教
育
等
、

園
が
取
り
組
ん
で
き
た
テ
ー
マ
を
中
心
に

地
域
の
方
々
向
け
に
ミ
ニ
講
座
を
開
催
す
る

保
育
園
と
連
携
し
て
い
る
Ｊ
Ａ
さ
ん
に

野
菜
や
食
育
に
つ
い
て
の
話
を

地
域
住
民
向
け
に
し
て
も
ら
う
イ
ベ
ン
ト

紙
な
ど
で
簡
単
に
作
れ
る
、
吊
る
し
雛
を

地
域
の
方
々
と
一
緒
に
作
っ
て
飾
る

保
育
園
児
と
地
域
の
方
が
プ
ラ
ン
タ
ー
等
を
使
っ
て

一
緒
に
植
物
・
作
物
を
育
て
る

七
夕
の
際
に
保
育
園
児
と
地
域
の
方
々
の
願
い
事
を

短
冊
に
書
い
て
笹
飾
り
を
す
る

地
域
の
先
生
プ
チ
講
座

レ
モ
ン
で
ク
ッ
キ
ン
グ

親
子
ラ
ン
チ

小
学
校
で
出
会
う
前
に

あ
つ
ま
れ
キ
ッ
チ
ン
カ
ー

あ
お
ぞ
ら
ミ
ュ
ー
ジ
ア
ム

あ
お
ぞ
ら
広
場
を
考
え
る
会

あ
お
ぞ
ら
掲
示
板

あ
お
ぞ
ら
子
育
て
サ
ロ
ン

親
子
フ
リ
ー
マ
ー
ケ
ッ
ト

流
し
そ
う
め
ん

昔
遊
び

鯉
の
ぼ
り
づ
く
り

あ
お
ぞ
ら
広
場
の
看
板
づ
く
り

ク
リ
ス
マ
ス
オ
ー
ナ
メ
ン
ト
づ
く
り

ピ
ザ
提
供
カ
ウ
ン
タ
ー

お
野
菜
教
室

給
食
を
み
ん
な
で
食
べ
て
み
よ
う
！

お
み
せ
や
さ
ん
ご
っ
こ

お
は
な
し
広
場

シ
ェ
ア
菜
園

み
ん
な
の
願
い
事
を
書
こ
う
！

あ
お
ぞ
ら
ひ
な
祭
り

学
び
な
お
し
あ
お
ぞ
ら
教
室

あ
お
ぞ
ら
広
場
運
営
委
員
会
が

主
体
と
な
っ
て
実
施
す
る
活
動

運
あ
お
ぞ
ら
谷
津
保
育
園
が
子
ど
も
の

保
育
と
連
携
し
て
実
施
す
る
活
動

保
地
域
の
方
か
ら
「
や
っ
て
み
た
い
」

と
い
う
声
が
既
に
挙
が
っ
て
い
る
活
動

地
実
施
主
体
は
ま
だ
明
確
で
は
な
い
が

可
能
性
が
あ
る
ア
イ
デ
ア
段
階
の
活
動

ア

運 保

地

ア

運地 地

ア
運保

地地
運 保地 ア

運保地 地

地ア

ア

ア

広
場
利
活
用
提
案
・
ア
イ
デ
ア
集

あ
お
ぞ
ら
広
場
の
開
放
時
間
・
門
の
開
閉
に
よ
る
モ
ー
ド
の
切
り
替
え

利
用
時
間
帯

在
園
児

地
域
親
子
※

地
域
住
民

門
扉

在
園
児

地
域
親
子
※

地
域
住
民

op
en

cl
os
e

op
en

op
en

cl
os
e

op
en

cl
os
e

cl
os
e

駐
車
可

※
 「
地
域
親
子
」
の
考
え
方

広
場
開
放

開
 o
r 閉

［
登
園
］

［
降
園
］

駐
車
し
な
い

駐
車
可

駐
車
可

園
庭

園
庭

園
庭

広
場
変
身
ゲ
ー
ト

門
扉

前
面
道
路

谷
津
染
井
公
園

あ
お
ぞ
ら

広
場 あ
お
ぞ
ら

広
場

駐
車
場

駐
車
場

あ
お
ぞ
ら
広
場

駐
車
場

広
場
変
身
ゲ
ー
ト

7:
00
-9
:3
0

9:
30
-1
2:
00

（
10
:3
0
～
）

12
:0
0-
15
:0
0

15
:0
0-

あ
お
ぞ
ら
広
場

そ
の
他
資
料
②

運
営
開
始
初
期
は
平
日
の
午
前
を
開
放
時
間
と
し
、

状
況
を
見
な
が
ら
午
後
（
最
長
～
15
時
）
の

あ
お
ぞ
ら
広
場
の
開
放
を
調
整
・
検
討
し
ま
す
。

　
園
で
は
「
わ
く
わ
く
あ
お
ぞ
ら
っ
こ
」

と
い
う
地
域
の
親
子
等
を
対
象
と
し
た
「
地

域
子
育
て
支
援
事
業
」
に
取
り
組
ん
で
い

ま
す
。（
今
年
度
の
利
用
者
登
録
数
：
23
0
組
）

今
後
、
親
子
以
外
の
方
も
登
録
に
よ
り
利

用
で
き
る
よ
う
に
す
る
予
定
で
す
。
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ヨコハマ市民まち普請事業

２次コンテスト事前質問集 

【提案名グループ名】 

あおぞら広場をつくる会 

事 前 質 問 回  答  欄 

朝比奈委員 

① ゲートの可動方法（レール？）や管理方

法など具体的に教えてください。

門の可動方法としては門自体が自立し、

地面に設置したレールの上をスライドで

きる方式（小学校の校門等で使用されるよ

うなもの）を想定しています。門の開閉管

理は提出資料記載の開放時間に従い、園の

園庭開放を管理している地域子育て支援

センターの職員が行います。

② まち普請以外の資金の調達方法を教え

てください。

地域の方々や園の関係者等からの寄付金

を募り、それでも不足する場合には園の整

備積立金より支出します。 

植松委員 

① 子ども達が遊んでいる様子をただ外か

ら眺めている、というだけでなく、具

体的交流に結びつける要素・仕掛けに

ついて教えて下さい。

日常的に保育士や地域子育て支援センタ

ーの職員が園庭で活動しているので、随時

広場の利用者の方々にお声掛けをし、会話

を通して子どもと地域をつなぐ役割を果

たしていきたいと考えています。具体的な

活用方法の例については提案書の「その他

資料②」に記載していますが、例えば活用

アイデアの「おはなし広場」は現在も園舎

で月に１回開催している「お話会」（お話の

先生が季節を感じる絵本の読み聞かせや

手遊びなどをしてくださり地域の親子が

楽しく過ごす会）をあおぞら広場に舞台を

移して実施することを検討しています。こ

のようにまずは提案グループや園が主導

してイベントなどを開催することで広場

の利用イメージを掴んでもらい、利用者の

輪を広げていきたい（例えば上記の「お話
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会」であれば先生役の地域の方や話を聞き

に来られる地域親子から知り合いの方々

を誘っていただく等）と考えています。 

川原委員 

質問なし 

後藤委員 

① 広場と園庭の境界部分のフェンスは開

閉しないのでしょうか？（声は通る、と

資料に記載がありますが...）

広場と園庭の境界部分を窓としてつくる

か、フェンスとしてつくるか、については

現在も検討を続けています。開閉の管理の

しやすさや子どもの利用時の安全性（窓が

多いとその分指詰めのリスクが大きくな

る等）に鑑み、現段階での設計では一部を

開閉可能な窓、その他を開閉が不可能なフ

ェンスとして計画しています。一方で特に

フェンスについてはそのデザインのあり

方によっては広場と園庭の強い心理的な

境界を生み出すことになってしまうので、

ポリカーボネートを使用して視線は通る

ようにする工夫のほか、そこに微細な穴を

設けて窓やフェンス越しの会話をしやす

くする仕掛けなど、細部の設計の検討を続

けています。（12/21に実施した第 3回「あ

おぞら広場を考えるワークショップ」では

その穴の配置や大きさについて、合板で作

った実物大のモックアップを用いてみん

なで検討し、穴が小さすぎると不自然な意

匠となることや、指や手のサイズに近い中

途半端な大きさだと指や手が抜けなくな

る可能性があることなどを発見・確認しま

した。） 
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様々な大きさの穴があいたパネルで検討 

また窓については、園で開催されるイベ

ント時や災害などの非常時には開けて利

用することを想定しています。日常時につ

いては、保育士や地域子育て支援センター

の職員らの見守りによる子どもの安全性

を確保した上で極力オープンな広場と園

庭の関係性を構築したいと考えています

が、これまでに審査員の方々や市の方々等

からもたくさんのご意見やアドバイスを

頂く中で窓を開けることの安全性やセキ

ュリティについての注意すべき点も明ら

かになり、検討を進めるほど、それらが簡

単には両立しえないトレードオフの関係

にあることの認識も深まってきました。現

段階では運営開始時は窓を閉めておくこ

とをベースとしつつ、多くの方々からいた

だいたご意見や運営の中でのフィードバ

ックをもとに開閉の仕方について広場を

使う段階においても継続的に検討してい

きたいと考えています。 

杉崎委員 

質問なし 

鳥海委員 

① パーゴラが活躍し、ひろばに木陰をも

たらす時間帯は何時から何時頃の計算

でしょうか。

開放開始時間として検討している 9:30か

ら、最長 15:00までの日中の時間帯は広場

に日陰ができます。朝方は東側（平面図下

側）からの浅い角度で広場の一部に直接日
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が差し込みますが、日中の強い日差しはパ

ーゴラが効果的に遮光してくれます。また

パーゴラには植物を巻き付かせることを

想定しているので、遮光性能はさらに高く

なっていくと考えています。 

② 面白いアイデアですが、地域住民の利

用できるパブリックスペースとしての

時間が短いのが気になります。短い時

間の中で有効的に活用するための仕掛

けはありますか？

開放時間については、園児や地域の様子

をみながら検討していきます。子どもにと

って、急激な変化にならないよう、少しず

つ様子を見ながら検討し、広げていくこと

を大切にしているからです。 

人と人とをつなぐプロの地域子育て支援

センターの職員が様子をみながら、子ども

や地域の方々との会話の中から、あそびや

イベントの提案へ広げていきたいと思っ

ています。 

現在も、あおぞら谷津保育園では地域子

育て支援センターを運営していますが、短

い時間でも、専任保育士が意識的に関わっ

ていくことで、たくさんの地域とのつなが

りが生まれていくことを強く実感してい

ます。 

一方で運営側と関係性が構築できている

他の団体や個人の方々によるあおぞら広

場の利用は予約制度等をとることによっ

て必ずしも開放時間内に限られるもので

はないと考えています。相談があった際に

は、運営側では開放しない休日等の活用を

検討していきます。 

③ 地域の日常的な休憩や公園の木陰代わ

りとしての機能を果たすには短いです

が、園児・保護者の心的負担等を考える

と、保育園の一部開放としてはいい時

間設定だとも思います。一気に 15時ま

で開放にせず、段階を踏んで開放する

にあたり時間を長くすることで懸念さ

れていることはどんなことですか？

最も大きな懸念としては運営側の負担増

とその結果生じる可能性のある持続的な

運営の困難さが挙げられます。あおぞら広

場は保育園の園庭の片隅にあり、安全に管

理していく責任の担い手として園が中心

的な役割を担うべきと考えていますので、

園運営の負担にならない時間で開放して

いきたいと思っています。 

またすぐに長時間開放することは子ども

36



の環境を急激に変えることになり、子ども

の心理的影響への懸念が生じると考えて

います。園では子どもの心理的影響を考慮

し、子どもの生活に新しいこと取り入れて

いく時には短い時間から少しずつ慣れて

いくなど、子どもの様子を見ながら環境を

整えていくことを大切にしています。 

以上のことからまずは 9時半から 12時 30

分で開放していき、子どもの様子や地域の

実態にあわせながら、柔軟に変化させてい

く運営をしていきたいと思っています。今

までも地域子育て支援センターはそうし

た考えで、時間帯を何度も検討し、その

時々の実態や要求にあった運営を進めて

きたからこそ園児にも負担なく、持続的な

運営が可能となっており、その結果たくさ

んの利用者に喜んでいただいています。 

④ 状況をみながら開放を 9時半から 15時

まで開放した場合、駐車場の利用はで

きなくなりますがその場合でも永続的

な開放は可能ですか？調整・検討した

結果さらに 9 時半～12 時までの開放時

間が短くなることもありますか？

あおぞら広場の前の駐車場は、現在も 9時

から 15 時までは使用していないため、そ

の時間が開放時間として設定された場合

も問題はありません。 

 運営開始時の開放時間として考えてい

る 9時半～12時の時間設定を更に短く設定

する可能性はないと考えています。 

⑤ 写真不可、〇〇禁止など場の使い方に

はじめから制限を付ける予定のあるも

のを教えてください。

あおぞら広場を利用する方に対し、①個人

情報、プライバシーの観点から、子どもや

園の様子を写真や動画で撮ることは禁止、

②喫煙禁止、③あおぞら広場でのイベント

以外での飲酒は禁止、④あおぞら広場での

ケガ等は園では責任をおいません。くれぐ

れも安全に気をつけてご利用ください、と

いう旨の掲示を行い、同意いただけた方の

みご利用いただけるようにすることを想

定しています。 

⑥ 広場用にゾーニングされた駐車場の横

の駐車スペースは午前中・１５時まで

延長した場合はどれくらい車の出入り

地域親子が出入りする午前中は常時１～

２台、イベント時は多くて３台程度が駐車

されていますが多くの親子が自転車やベ
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がありますか？境目を、大人は理解で

きても子どもには難しいこともありま

す。不慮の事故や駐車時の巻き込み事

故を防ぐために色分けゾーニングの他

に工夫してあることはありますか？ 

ビーカーを利用されているので、駐車場が

満車になることはほぼありません。また地

域親子の出入りがない 13:00-15:00の時間

帯もほとんど駐車場の利用はありません。

あおぞら広場の前の 2台分の駐車場の地面

の色を周りと異なるものにして、子どもや

地域の方がより安全に使えるように工夫

します。またその２台分の駐車場とそれ以

外の駐車場の間にはチェーンを設ける他、

駐車場の利用者には広場に遠いほうから

駐車してもらうことを周知する予定です。 

⑦ 「あおぞら広場」の利用者の怪我等が

あった場合、保険はどのように考えて

いますか？

保険には入りませんので、回答⑤の内容

を事前に利用案内の掲示に記載します。 

肥後委員 

① 足りない費用はどのように集める予定

ですか？

朝比奈委員の質問②に対する回答と同

じです。 

松村委員 

① 想定整備費用は補助金の上限額を大き

く上回っていますが、不足分の資金は

どのように調達する予定ですか？

朝比奈委員の質問②に対する回答と同

じです。 

② バーカウンターに関する懸念（話しに

くいのでは？スカートの中が見えてし

まうかも？）について改善策を検討さ

れましたか？

広場と園の視線が通りやすいように、窓

やフェンスはポリカーボネートを用いつ

つ、そこに小さな穴を多数開けることによ

って声が通りやすい仕掛けを考えていま

す。スカートの課題に関しては、まず在園

児は現在も危険防止のため、スカートは履

かないことになっているので問題ないと

考えています。また在園児以外の地域親子

はスカートを履いている子どもがいる可

能性はありますが、常に保護者が横につい

ている状態で活動するので、こちらも問題

はないと考えています。（現状のフェンス

も透過性のあるもので、境界の内外には今

回整備する広場と同じ高低差があります

が、これまでにそうした問題は発生してい

ません。一方で広場には犯罪行為等の抑制
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をはかるために新たに防犯カメラを設置

する予定です。）また運営を始めて仮にそ

うした視線上の問題が生じた際には動か

せる植栽や植木鉢等の設置による視線の

調整を行います。 

上記のような対策をとりながら内外の

十分な視覚的関係を確保することで、普段

は身長の違いで合うことのない大人と子

どもの視線の高さがそろって会話がしや

すくなることも大きなメリットになると

考えています。こうして園の内外のより活

発な交流、ひいては地域の人々の豊かなつ

ながりを生み出していくことを目指して

います。 
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ヨコハマ市民まち普請事業２次コンテスト事前質問集
【提案名グループ名】 

生麦事件参考館リユースプロジェクト 

事 前 質 問 回  答  欄 

朝比奈委員 

① 展示計画について現段階の考えを教え

てください

展示計画 常設展示（生麦事件関係）と年

3 回交替する企画展示（“現在と過去の対

話”という視点）に分けて計画しています。

中学生が見て分かる内容を意識して展示

します。 

② 開設時はスタッフが常駐するとのこと

ですが、スタッフのためのスペースは

どのように考えていますか。

スタッフのスペース 来館者に直接対応

（受付・解説・救護等）するため１階に机・

椅子を準備します。交替で休憩をとれるよ

うに２階にも机・椅子を準備します。開設

時には中庭も開園し、スタッフの負担が増

えますのできちんとしたシフトを検討し

ます。 

植松委員 

① 1 階については現地視察に寄せていた

だいた折、兎に角たくさんのものがあ

る！という印象で、どれが大切なもの

なのか判然としない、という感じでし

た。1 回の展示物を思い切って全物品

の 4 分の 1 に絞り、週替わりで 1 か月

かけて全物品を展示公開するなど、展

示品の整理調整をされてみてはいかが

でしょうか。

展示品の整理 ＰＣで資料検索ができる

ように参考館資料整備グループ（現在 6人）

はデータベース作成の準備をしています。 

事件関係の古文書・地図・写真・絵画・

新聞記事等は時系列を追って常設展示し

ます。企画展示では、「なぜ今生麦事件を学

ぶのか」が解るように資料を整理展示しま

す。 

資料は内容・形態に応じて整理・保管を

行ないます。御用留・手紙類など一次資料

はガラスケース内で公開、写真・絵画・新

聞記事は必要な補修を行ったうえで公開。

図書類は配架・書庫保管に分類する予定で

す。 

なお、資料の分類・整理を行なう際は創

設者淺海氏の想いも反映させて進めたい

と考え、ご遺族の立会をお願いする予定で

す。 

② ２階は逆に、浅海氏の思い出と生前の

功績を感じる場所として、余り手を入

れてしまって雰囲気を変えてしまうよ

りも、今でもちょっと待てば浅海氏が

帰って来そうな雰囲気を大切にするこ

とで、氏の功績を偲ぶ手がかりとする

場所として生かすことが望ましいので

２階の使い方 改修の際には、建物全体は

現状の雰囲気を残しながら、来館者の安

全・各スペースの有効活用・建物の維持を

優先基準にします。 

２階の一角に淺海氏の使用机や文具な

どを残し、壁面に功績を示す表彰状や新聞

記事を掲示します。室内中央には大型机を

置いて交流の場にします。 

具体的には… 
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はないかと思いますが、どうお考えで

しょうか。 

＊サークルや小グループの打合せ・作業、住民 

のしゃべり場 

＊スタッフの打合せや実務、来館者の質問等に 

対応する場 

＊子どもの溜り場 Namamugikids・生麦 base・ 

生麦探偵団（仮称） 

やりたいことにチャレンジする workshop 

企画の条件は「生麦事件」「生麦」を Keyword

にすること 

クイズ・カルタ・マップ作製、塗り絵コンテ

スト、お店紹介、地域イベント・workshop参

加 子どもたちは開館前に募集

＊情報発信の場 参考館の企画、地域の話題を 

適宜発信、地域ボランティアを募集 

③ 駐車場や中庭などのアレンジ（整備や

活用の内容）について詳細を教えて下

さい。

駐車場・中庭 中庭に仕切りを設けて母屋

で使用する車の駐車スペースを確保しま

す。それ以外のスペースは更地（芝生）に

して椅子・卓を準備して誰もがゆったり過

ごせる場にします。仕切りは子どものアイ

ディアを活かせるスペースとして活用し

ます。 

川原委員 

質問なし 

後藤委員 

① 中庭は駐車場スペースをとる必要があ

るため、と記載されているが、資料館用

の中庭として利用できるのはどのくら

いのスペースなのでしょうか？また駐

車場は、来館者用でしょうか？

利用できるスペース 中庭で利用できる

スペースは乗用車 2台分です。近隣の人が

立ち寄ってお喋りをする、保育園児が散歩

途中に休んで行く…そのような場にする

予定です。来館者用駐車場は設けません

（近隣駐車場を案内）

中庭に立ち寄った人たちが安らぐことが

できるアイディアを地域から募集します。

＊鉢植えの花を並べて目を楽しませる、パラソ

ルをおいて日陰で休憩、お茶やコーヒーを飲

みながらお喋りする等々

杉崎委員 

①整備に伴い、資料の展示内容や方法をど

のように更新するのか予定を教えてく

ださい。

資料の展示内容・方法 古文書類はガラス

ケース内に収納展示、絵画・写真・新聞記

事は壁面に展示。常設展示の内容も適宜見

直します。企画展示は「今なぜ生麦事件

か？」という内容を考えさせる視点で年 3

回交替していきます。

鳥海委員 

① 入館料に関して、次世代に語り継いで

いく歴史、多世代交流の場として、高齢

者は無料、小学生 100 円、高校生以上

200 円という設定に決めた理由を教え

入館料設定の根拠 横浜市開港資料館の

高校生以上 200円、小中学生は 100円とい

う事例を参考にし、高校生以上 200円、以

下は 100円としました。高齢者については
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てください。 100円に変更することを考えています 

② 次世代に歴史を語り継ぐために、自分

のお金を持っていない子は来ることが

できない（知ることができない）と思っ

てしまわないために、考えている工夫

はありますか？

子どもを悩ませない工夫 運営スタッフ

に歴史に関心のある子どもたちに参加し

てもらう予定です。子どもならではの自由

な発想で活動を進めてもらいたいと考え

ています。メンバーの入館料は無料としま

す。 

＊グループ名は子どもたちが決める

肥後委員 

① 土地・建物所有者の方と管理上の取り

決めをしていますか？

現在は鍵の開閉・管理は事務局で行ない、

入館の場合には土地・建物所有者に事前報

告することを決めています。将来的には、

更に具体的な取り決めをします。 

② 整備場所を借りるにあたって、家賃等

は発生しますか？

今後も無償でお借りできることになって

いますが、入館料の一部を光熱費に充てて

頂くなど検討します。 

③ 収支計画を教えてください。入館料な

どの収入で、施設の維持管理は可能で

すか？

収入は最小に、支出は最大に見積もり月 9

万円の収支計画を作りました。入館料のみ

で施設の維持管理は難しく、個人・団体・

企業から協賛金を募ります。なお平成 29年

～令和４年までの入館者は 740 名（年 247

名）でしたが再開後は入館者数が大幅に伸

びる見込みがあります。 

④ 安定的運営まで何年くらいを想定して

いますか？

1 年目は参考館をアピールし、2 年目は地

域との協働を広げ、3 年目には安定的運営

を実現します。最初は歴史の会等を中心と

した現メンバーで運営しますが、適宜、地

域のボランティアを募り担い手を増やし

ていきます。 

松村委員 

① 参考館は、なぜ地域の人から愛されて

きたのでしょうか？

参考館が地域に愛された理由 参考館で

貴重な資料を無料公開、事件説明板設置、

生麦事件碑顕彰会と慰霊祭催行、各地での

講演活動等淺海氏の情熱や思いが実を結

び、多数の見学者が生麦を訪れました。地

域でも近代化の出発点となった事件を誇

りとし、参考館を地域の大切な施設として

親しむようになりました。 

② 安定的に協賛金を集められるアテはあ

りますか？

協賛金のアテ 自治会・商店会会員や PTA

役員の協力で自治連合会・ロータリークラブ・

校長会で参考館の説明をした際には協賛企

業の紹介も受けました。学校関係や雑誌社

の問合わせも増え協賛を得られると確信

しています。 

③ 地域の交流拠点としての機能を持たせ

るとして、それをこの資料展示スペー

スの上につくるメリットはどこにあり

交流拠点を置くメリット 異文化の出会

いから起きた生麦事件は多文化共生・相互

理解の大切さを教えます。参考館を多様な
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ますか？ 人が暮らす生麦地域の、互いを理解し合

い、温かく活気あるまちづくりを進める交

流拠点の一つとして地域の中で育てて行

きたいと考えています。 

＊子どもたちが 1 階で学んだことを 2 階で紙芝

居等にまとめ、地域のイベントの際に中庭で

発表する。「事件について学び、伝える場所」

だからこそ多様な取り組みが可能になると思

います。 

＊「散歩班」が検討している地域散策ツアーや、

タクシー会社が企画している観光タクシー等

でも参考館を中心にツアーを実施することで

生麦の街への理解が深まり、愛着を醸成する

ことができると考えています。
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平面図
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完成予想図（外観パース）

完成予想図（内観パース）
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ヨコハマ市民まち普請事業

２次コンテスト事前質問集 

【提案名グループ名】 

二つ台みーとみーと PJ 

事 前 質 問 回  答  欄 

朝比奈委員 

① 外部の声を積極的に生かそうとする

姿勢にとても共感します。活動の輪が

広がると、一方で理念（大事にしてい

ること）を共有していくことが大事に

なってくると思います。その点につい

て考えていることがあれば教えてく

ださい。

理念に関しては、①チャレンジ・挑戦の機会

の提供 ②地域のハブとして交流の場の提供 

③学びの場の提供という 3 つの理念を現在

のメンバー間で、考えだし共有しています。

今後、新たな加入メンバーが入った際や新た

な仲間を募集する際には、この 3つの軸を目

指して動いている団体であるということを

まず最初に伝わるようにしていきたいと考

えています。 

また、今後団体を組織していく上での規約を

しっかりと作成して行きたいと考えていま

す。 

さらに、地域住民に対してはみーとみーと主

催のイベントやコミュニティカフェ等で当

プロジェクトの趣旨を継続的に伝え続け、地

域から応援してもらえるプロジェクトとな

るような関係性を作っていきます。 

② 学習塾と連携があるからこそできる

こととはたとえばどんなことですか。 

学習塾のメインターゲットは小学校高学年

から中学生を想定しています。一般的な子ど

も食堂などは訪れる層が小学生など年齢の

低い子どもである傾向が強いですが、学習塾

と同じ建物であることで、みーとみーとで行

われる地域活動が中学生に触れる機会が増

えることが期待されます。 

また学習塾に通う生徒だけでなく保護者も

含め、みーとみーとに関連するイベント等に

関わることができ、より幅広い世代の住民に

関わってもらえるという効果が期待できま
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す。同様に学習塾でアルバイトをする大学生

も地域活動に関わるきっかけになることも

期待されます。学習塾の講師と生徒という関

係性が構築されているからこそ生徒も講師

も活動に参加しやすくなることと考えられ

ます。 

子どもたちは小さな頃から地域活動に関わ

ることで、自分の生まれ育った街に愛着が沸

き、ゆくゆくは街を主体的に盛り上げる一員

となってくれることを期待しています。 

子どもが学校や部活動以外のコミュニティ

を持つことで子どもと古くからの地域住民

とが交流するきっかけを作り、より一層安心

できるまちづくりができます。 

植松委員 

① 現地視察に伺った際、多くの学生さ

んが様々な形で関わっており、その

多面性、継続性に疑義をさしはさむ

余地はないように感じました。不安

が残るとすれば、シェアキッチンに

どの程度の需要があるのか、という

点ですが見通しは如何でしょうか。

10月から 11月にかけて地域に向けたイベン

トの開催とインスタグラムなどの広報を通

じて、シェアキッチンを整備する旨の告知を

行いました。 

その結果、興味があり具体的に話を聞いてみ

たいという問い合わせを 15 件いただいてお

ります。2次コンテスト提出資料の「その他

資料」の 2枚目の右側に（11月末までにいた

だいた）使ってみたい人の声を記載しており

ます。 

また、11 月に開始したクラウドファンディ

ングの返礼品にてシェアキッチン利用権が

既に 4枠選ばれています。 

オープン前の段階で地域内の方のみで問い

合わせがあるため、シェアキッチンの需要は

見込めるのではないかと考えています。 

また世間一般的にもここ数年でシェアキッ

チンの需要の高まりにより開設数が増加し

ています。シェアキッチン専用の予約サイト

プラットフォームに登録し、地域外からの利

用者も受け付けたいと考えております。 
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② 近くにある大きな病院には患者と面

会者が寛いで話を出来る場所が少な

いが、こちらと連携するなどの計画

はありますか。

隣接する保土ケ谷中央病院さんとは、すでに

連携をしており、12 月 6 日に第一回健康カ

フェを開催しました。総合診療科の医師と実

習中の医学部生、栄養士さんなどがみーとみ

ーとで、地域住民とお茶しながら日頃の健康

についてのお話をするというイベントを開

催しました。 

1 月 10 日に第二回を開催することが決定し

ており、これから定期的に保土ケ谷中央病院

と連携してイベントを開催していきたいと

考えています。 

このように病院の医師との繋がりができて

いるので、今後、寛いで話を出来る場所のニ

ーズなどがあれば病院と連携していきたい

と考えています。 

川原委員 

質問なし 

後藤委員 

① 500 万円を超える整備費用について

は、どのように賄う予定でしょうか。 

500万円を超える整備費用については、クラ

ウドファンディング・地域からの寄附と学習

塾としての融資で捻出する予定となってい

ます。 

クラウドファンディングは既に 11月から 12

月にかけて実施し、132万円の寄付が集まり

ました。また、クラウドファンディングの周

知を兼ねて地域への挨拶回りを行いました。

その結果、直接の寄附や口座振込での寄附も

募ることができました。クラウドファンディ

ングは終了しましたが、引き続き寄付自体は

募る予定です。 

杉崎委員 

質問なし 

鳥海委員 

① 将来的な構想はイメージできました。

まち普請事業における具体的な整備

箇所は 1 次コンテストから変更なし

との認識でよろしいでしょうか？完

キッチンカウンターの配置が１次の時から

変更されましたが、それを除けば整備箇所に

ついて大きな変更はありません。 
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成予想図の外観パースをみると、土間

に出入り口なしのフルオープンにみ

えます。具体的な整備についてもう少

し知りたいです。 

道に面した大きな開口をどう生かすかはこ

のプロジェクトの整備事業において重要な

点です。私たちの計画では、日本の伝統的な

建具である「蔀戸（しとみど）」を参照しな

がら、下図のような、跳ね上げ式の木サッシ

建具を設ける予定です。 

使い方や気候に合わせて閉めきった状態か

らフルオープンの状態まで、3段階のひらき

方が可能になります。断熱性や安全性に十分

注意して検討しております。 

パースでは、まちゆく人々に対して本拠点を

文字通りフルオープンに開放するようなイ

ベント時等を想定して絵を描いております。 

コンテスト当日には模型等を用いてより詳

しく説明できるかと思います。 

① 夏・冬_すべて閉じる。断熱性高い木サッ

シ。

② 春・秋_窓を跳ね上げて、風を通す。

③ イベント時等_腰壁を取り外しフルオー

プン。

肥後委員 

① シェアキッチンの利用ニーズがどの

くらいあるかを具体的に把握してい

ますか？

植松委員の質問①にて同内容の質問があり

ましたので、そちらの方にて回答いたしまし

た。 

① ②
③ 
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② みーとみーと全体の運営は、代表中心

に行うのでしょうか？

代表が全体を把握しつつ、現在の各メンバー

で役割を分担し、それぞれ負担が大きくなり

すぎないような組織体制で運営を行いたい

と考えております。 

ヒエラルキーの組織体制ではなく下図のよ

うなホラクラシーの組織体制が二つ台みー

とみーとには適しているのではないかとチ

ームで考え組織図を作成しました。 

松村委員 

質問なし 
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ヨコハマ市民まち普請事業

２次コンテスト事前質問集 

【提案名グループ名】 

『あつまれ！なみき』ワーキンググループ 

事 前 質 問 回  答  欄 

朝比奈委員 

① レンタルスペースやシェアキッチ

ンの使い方について教えてくださ

い。誰がどのようにどの程度利用

すると見込んでいますか。 

別紙 1 をご覧ください。現在利用相談を受けて

いるものも含め、月間スケジュールを作成しま

した。グループメンバーが行う事業（表では「な

みき健康講座」・「なみき大家族」で記載）以外

に、近隣ケアプラザの出張所としての機能（出

張相談・出張講座）や、並木地区や近隣地区に

お住まいの方が個人もしくは団体としてサロン

や副業など自由な活動場所として利用される予

定です。キッチンについては、2 つまで活動重

複可能とする予定です。 

② 活動への継続した参加や運営の仲

間づくり、とくに若い世代の参加

について工夫があれば教えてくだ

さい。

地区社協やケアプラザ等に所属しているグルー

プメンバーがいる為、幼稚園・保育園や学校と

のつながりが深いです。整備段階の DIY参加の

声掛けを行うことができます。あつまれ！なみ

き大家族（こども食堂）などの継続する活動は

助成金申請を行い、若い世代も担い手として参

加しやすいよう活動者に活動費を出せるように

します。また整備場所が商業施設という強みを

活かしたこどもカフェなど、職業体験イベント

を開催し、活動の周知と参加の促し、運営の仲

間づくりを行います。 

③ 活動の収支計画を教えてくださ

い。

別紙 2 をご覧ください。現段階での収支表を作

成しました。 

植松委員 

① たぬきち商事との今後の連携の仕

方について詳細を教えて下さい。

LINEグループを活用し、ワーキンググループと

たぬきち商事とお互いの活動や事業等で知り得

た情報を、できる範囲で迅速に情報共有し、最

新の地域ニーズ把握に努めます。また来場者へ
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の情報提供など、その場ですぐ解決できること

は連携して解決します。 

あつまれ！なみきベースの世話焼き管理を行う

上で、担い手育成の循環につながるよう、たぬ

きち商事から助言を受け、活動改善を図ります。

人材情報の共有を行い、ワーキンググループと

しての活動及び地域活動の発展につなげます。

また生活課題の解決はワーキンググループか

ら、ケアプラザやたぬきち商事など、プロに引

き継ぎます。ケアプラザやたぬきち商事にもレ

ンタルスペースやシェアキッチンを貸し出し、

プロにしかできない時短料理支援や生涯活躍の

まちシンポジウムの展開を依頼し、グループで

人手等の支援をします。 

② このプロジェクトは、様々な団体

のご出身の皆さまの一致団結の賜

物と伺っています。その元の団体

との連携、今後の地域への展開に

ついて見通しを教えて下さい。

現在は元団体（地区社協、自治会、シニアクラ

ブ、こども応援部など）が開催するサロンや出

張相談、講座などの活動場所の提供のみでなく、

元団体のチラシ配架や元団体の活動時の人手と

しての支援（活動時の準備や片付け）など、小

さい連携から始めています。今後は商業施設と

いう立地を活かし、ケアプラザや地区センター、

コミュニティハウスなど地域活動場所の情報集

約を行い、金沢シーサイド FM（ラジオ）との情

報発信の連携や、みんなの自由帳で並木の情報

発信の場を目指します。情報集約から課題を把

握し、解決が必要な場合はケアプラザやたぬき

ち商事へつなげます。その為に整備場所の周知

等を各団体と連携し、各自治会の掲示板や回覧

板の活用、情報ラックへのワーキンググループ

の広報誌配架の依頼等で地道に行っていきま

す。運営の仲間が増えてきた将来においては、

家賃補助など収入面の安定、並木地区の住民が

主体となった健康づくりへの取り組みと担い手

の循環のために、商業施設という強みを活かし、

買い物や調理を一緒に行うサービス B の展開を

視野に入れています。別紙 3もご覧ください。 

川原委員 
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質問なし 

後藤委員 

① 整備費のほとんどが「キッチン」に

充てられていますが、シェアキッ

チンは誰が、どのくらいの頻度で、

どのような活動で、利用される予

定でしょうか？こども食堂なども

記載されていますが、他にもあれ

ば教えてください。 

朝比奈委員の質問①の回答のとおりです。 

② シンク２台、コンロ２台あるよう

に見えますが、２台必要な理由を

教えてください。

プロの仕様であれば工程別に分けることが一般

的だと思いますが、お弁当の準備と時短料理支

援というように複数団体が同時にキッチンを利

用する際には、団体同士で声を掛け合って頂き、

シンク、コンロのように 2 つある備品について

は按分するなど、異なる活動が重なったとして

もやりくりできるようになっています。 

また、近隣地区の「ジュピのえんがわ」という

地域サロンでこども食堂を開催している方から

「スタッフ 5人、25 食分用意しているが、2口

コンロとシンク 1 つだと、この辺りの食数が限

界。3 口コンロが 2 つ、シンクが 2 つある並木

ケアプラザでやっている時とは、かかる時間や

手間が段違いで大変。」とのご意見を頂いていま

す。「あつまれ！なみき大家族」では最低 50食

以上を用意する予定で考えており、「地域住民の

やりたい（現在把握している副業としての料理

教室、こども食堂など）」を実現していく為には

2台必要だと考えております。 

杉崎委員 

質問なし 

鳥海委員 

① キッズスペースに囲炉裏を３台も

設置する理由を教えてください。

実家のような場所にしたいという想いから、床

にじかに座れるスペースをつくりたいと思い、

囲炉裏の家具をすでに入れております。現在フ

リースペースとして開放していますが、子連れ

のグループが 2 組や 3 組入り、談笑したり、ボ

ードゲームをしたり、食卓・ちゃぶ台のように
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持参のおやつを食べて休憩したり、くつろいだ

雰囲気で新たなコミュニケーションも生まれ、

とても良い場所になったと実証できましたの

で、そのまま既存の囲炉裏 3台を使用します。 

② まち普請事業の 500 万の全額をあ

てる「シェアキッチン」に重きを置

くようになった理由を教えてくだ

さい。

グループのメンバーであり建物所有者である金

沢商業開発の大倉社長より、「金沢区内のこども

食堂へホールケーキを届けた際に、ホールケー

キを見たことがないお子さんが大勢いらっしゃ

り、自分の中では考えられないことであり、初

めて食べて美味しかった等の感想付き写真が送

られてきた時は胸が張り裂けそうだった。そこ

には少し遠い並木の方もいらっしゃり、食の支

援というのはとても大事だと思った。並木には、

こども食堂はないんだよね。」とのご意見を 10

月のグループ定例会時に頂いています。また近

隣地区の「ジュピのえんがわ」という地域サロ

ンでこども食堂を開催している方からも「並木

地域ケアプラザで月に 1回やっていたが、ジュ

ピのご近所スタッフは高齢化もあり、ケアプラ

ザでの開催は負担が大きくなり辞めた。金沢文

庫辺りにはたくさんあり、並木の方も通ってい

るよう。並木に 1 つもない状況を寂しく思って

いた。もう私達が手広くやるのは無理。ぜひこ

ども食堂を実現させて欲しい。やはり食に関す

る支援は人のつながりを作るので、キッチンの

整備はぜひ実現させて欲しい」とのご意見を 11

月の見学時に頂いています。食を通じた支援と

いう言葉を色んな活動の先輩方々やたぬきち商

事や金沢商業開発を含めた企業から聞くことが

多く、また 12月 25 日から開催している「あつ

まれ！なみき大家族」のお試し開催では、こど

もから「一緒に作りたい」という意見や、親か

らは「少し子供の面倒を見てもらっている間に

ゆっくり話や食事ができて嬉しい」、「事情があ

って家よりこういう場所で遊びや勉強や食事が

楽しめる場所になって助かります」などのご意

見を頂いています。現在フリースペースとして
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開放している中でも、シェアキッチンに関する

要望も多く、並木地区および並木近隣地区には

営業など自由な用途で使用できるキッチンがな

く、公の施設での非営利の原則など、地域活動

の閉塞感の打破をグループとしては目指してい

るため、シェアキッチンに重きをおきました。 

将来的には家賃補助など収入面の安定、並木地

区の住民が主体となった健康づくりへの取り組

みと担い手の循環には、商業施設という強みを

活かし、買い物や調理を一緒に行う、キッチン

をフル活用したサービス B の展開を視野に入れ

ています。 

③ みんなの自由帳はどのような形式

でしょうか

既存のマガジンラックや新設する小箱ショップ

により、情報収集ができる場として整備します。 

将来的には、デジタルサイネージやホワイトボ

ード等を用いることも検討しています。 

みんなの自由帳 イメージ① 

みんなの自由帳 イメージ② 

86



みんなの自由帳 イメージ③ 

④ キッズスペース前に靴入れがあり

ませんが基本的に全面土足でしょ

うか。

キッズスペースと記載したスペースは全面土足

禁止とします。靴入れを用意するか、現状通り

土足禁止スペース前で靴を脱ぐようにするかは

現段階では検討中です。 

肥後委員 

① シェアキッチンの利用ニーズがど

のくらいあるかが、具体的に把握

していますか？

朝比奈委員の質問①の回答のとおりです。 

② 運営は、提案グループとたぬきち

商事の共同で行っていくのでしょ

グループメンバーとして運営はいわゆる人的な

部分（スペース内の見守り、自主事業で「あつ
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うか？ まれ！なみき大家族（こども食堂）」や「あつま

れ！なみき～100までなみき（健康講座）」の開

催、スペースの予約受付など）は共同運営を行

う予定です。今後も運営に関してどこまで共同

していくかも含め、定期的にたぬきち商事と会

議を継続していきます。 

松村委員 

① 費用はシェアキッチンの整備にす

べて充てられていますが、ここに

シェアキッチンが不可欠な理由は

何でしょうか？

現在フリースペースとして開放している中で

も、シェアキッチンに関する要望も多く、並木

地区および並木近隣地区には営業など自由な用

途で使用できるキッチンがなく、公の施設での

非営利の原則など、地域活動の閉塞感の打破を

グループとしては目指しています。 

鳥海委員の質問②の回答にも記載のとおり、地

域から多くのご意見をいただきました。 

現在は参加者ですが、子どもが大きくなったら

次はここで担い手側になろうと思える担い手の

循環を目指します。 

地域活動の閉塞感の打破や食の支援に対するグ

ループの想いを実現するにはシェアキッチンは

不可欠と考えています。 

② シェアキッチン以外に、デザイン

上もっとも工夫した点はどこにあ

りますか？

実家の雰囲気づくりに最もこだわりました。自

宅、実家のように過ごしてもらえるよう床に座

れたり、椅子に座れたり、ふらっと寄れるよう

にエンガワを設置したり、あつまれ！なみきベ

ースの中央（居間にあたる場所）で団らんでき

るようにしたりしました。 

③ 賃料が廉価であってもお金の算段

は必要でしょうが、整備場所の運

営に関して、どのような予算計画

を立てていますか？

別紙 2 をご覧ください。現段階での収支表を作

成しました。 
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ル
ス

ペ
ー

ス
シ

ェ
ア

キ
ッ

チ
ン

フ
リ

ー
・

レ
ン

タ
ル

ス
ペ

ー
ス

シ
ェ

ア
キ

ッ
チ

ン
フ

リ
ー

・
レ

ン
タ

ル
ス

ペ
ー

ス

ほ
の

ぼ
の

カ
フ

ェ

シ
ェ

ア
キ

ッ
チ

ン

ほ
の

ぼ
の

カ
フ

ェ

フ
リ

ー
・

レ
ン

タ
ル

ス
ペ

ー
ス

シ
ェ

ア
キ

ッ
チ

ン
フ

リ
ー

・
レ

ン
タ

ル
ス

ペ
ー

ス
シ

ェ
ア

キ
ッ

チ
ン

フ
リ

ー
・

レ
ン

タ
ル

ス
ペ

ー
ス

シ
ェ

ア
キ

ッ
チ

ン

午
後

（
1
3
：

0
0
-

1
7
：

0
0
）

仮
・

ビ
ア

レ
ヨ

コ
ハ

マ
K

K
C

仮
・

一
時

困
難

者
向

け
配

食
な

み
き

健
康

講
座

（
1
4
0
0
-
1
5
3
0
）

仮
・

パ
ン

作
り

教
室

仮
・

お
買

い
物

サ
ロ

ン
仮

・
一

時
困

難
者

向
け

配
食

ケ
ア

プ
ラ

ザ
の

出
張

相
談

（
1
4
3
0
-
1
6
3
0
）

仮
・

宅
配

お
弁

当
作

り
＋

時
短

料
理

支
援

仮
・

一
時

困
難

者
向

け
配

食
仮

・
子

連
れ

カ
フ

ェ
仮

・
子

連
れ

カ
フ

ェ

夜
間

（
1
7
：

0
0
-

1
8
：

0
0
）

仮
・

日
替

わ
り

ス
ナ

ッ
ク

仮
・

日
替

わ
り

ス
ナ

ッ
ク

仮
・

子
ど

も
食

堂
仮

・
子

ど
も

食
堂

仮
・

日
替

わ
り

ス
ナ

ッ
ク

仮
・

日
替

わ
り

ス
ナ

ッ
ク

な
み

き
大

家
族

（
1
7
0
0
-
★

2
0
0
0
）

な
み

き
大

家
族

（
1
7
0
0
-
★

2
0
0
0
）

な
み

き
大

家
族

（
1
7
0
0
-
★

2
0
0
0
）

な
み

き
大

家
族

（
1
7
0
0
-
★

2
0
0
0
）

仮
・

日
替

わ
り

ス
ナ

ッ
ク

仮
・

日
替

わ
り

ス
ナ

ッ
ク

8
9

1
0

1
1

1
2

1
3

1
4

午
前

（
1
0
：

3
0
-

1
3
：

0
0
）

フ
リ

ー
・

レ
ン

タ
ル

ス
ペ

ー
ス

シ
ェ

ア
キ

ッ
チ

ン
フ

リ
ー

・
レ

ン
タ

ル
ス

ペ
ー

ス
シ

ェ
ア

キ
ッ

チ
ン

フ
リ

ー
・

レ
ン

タ
ル

ス
ペ

ー
ス

シ
ェ

ア
キ

ッ
チ

ン
フ

リ
ー

・
レ

ン
タ

ル
ス

ペ
ー

ス

ほ
の

ぼ
の

カ
フ

ェ

シ
ェ

ア
キ

ッ
チ

ン

ほ
の

ぼ
の

カ
フ

ェ

フ
リ

ー
・

レ
ン

タ
ル

ス
ペ

ー
ス

シ
ェ

ア
キ

ッ
チ

ン
フ

リ
ー

・
レ

ン
タ

ル
ス

ペ
ー

ス
シ

ェ
ア

キ
ッ

チ
ン

フ
リ

ー
・

レ
ン

タ
ル

ス
ペ

ー
ス

シ
ェ

ア
キ

ッ
チ

ン

午
後

（
1
3
：

0
0
-

1
7
：

0
0
）

仮
・

シ
ニ

ア
ク

ラ
ブ

コ
ス

モ
ス

K
K

C
仮

・
一

時
困

難
者

向
け

配
食

な
み

き
健

康
講

座
（

1
4
0
0
-
1
5
3
0
）

仮
・

パ
ン

作
り

教
室

仮
・

お
買

い
物

サ
ロ

ン
仮

・
一

時
困

難
者

向
け

配
食

ケ
ア

プ
ラ

ザ
の

出
張

相
談

（
1
4
3
0
-
1
6
3
0
）

仮
・

宅
配

お
弁

当
作

り
＋

時
短

料
理

支
援

仮
・

一
時

困
難

者
向

け
配

食
仮

・
子

連
れ

カ
フ

ェ
仮

・
子

連
れ

カ
フ

ェ

夜
間

（
1
7
：

0
0
-

1
8
：

0
0
）

仮
・

日
替

わ
り

ス
ナ

ッ
ク

仮
・

日
替

わ
り

ス
ナ

ッ
ク

仮
・

日
替

わ
り

ス
ナ

ッ
ク

仮
・

日
替

わ
り

ス
ナ

ッ
ク

な
み

き
大

家
族

（
1
7
0
0
-
★

2
0
0
0
）

な
み

き
大

家
族

（
1
7
0
0
-
★

2
0
0
0
）

な
み

き
大

家
族

（
1
7
0
0
-
★

2
0
0
0
）

な
み

き
大

家
族

（
1
7
0
0
-
★

2
0
0
0
）

仮
・

日
替

わ
り

ス
ナ

ッ
ク

仮
・

日
替

わ
り

ス
ナ

ッ
ク

1
5

1
6

1
7

1
8

1
9

2
0

2
1

午
前

（
1
0
：

3
0
-

1
3
：

0
0
）

フ
リ

ー
・

レ
ン

タ
ル

ス
ペ

ー
ス

シ
ェ

ア
キ

ッ
チ

ン
フ

リ
ー

・
レ

ン
タ

ル
ス

ペ
ー

ス
シ

ェ
ア

キ
ッ

チ
ン

フ
リ

ー
・

レ
ン

タ
ル

ス
ペ

ー
ス

シ
ェ

ア
キ

ッ
チ

ン
フ

リ
ー

・
レ

ン
タ

ル
ス

ペ
ー

ス

ほ
の

ぼ
の

カ
フ

ェ

シ
ェ

ア
キ

ッ
チ

ン

ほ
の

ぼ
の

カ
フ

ェ

フ
リ

ー
・

レ
ン

タ
ル

ス
ペ

ー
ス

シ
ェ

ア
キ

ッ
チ

ン
フ

リ
ー

・
レ

ン
タ

ル
ス

ペ
ー

ス
シ

ェ
ア

キ
ッ

チ
ン

フ
リ

ー
・

レ
ン

タ
ル

ス
ペ

ー
ス

シ
ェ

ア
キ

ッ
チ

ン

午
後

（
1
3
：

0
0
-

1
7
：

0
0
）

仮
・

一
時

困
難

者
向

け
配

食
な

み
き

健
康

講
座

（
1
4
0
0
-
1
5
3
0
）

仮
・

パ
ン

作
り

教
室

仮
・

お
買

い
物

サ
ロ

ン
仮

・
一

時
困

難
者

向
け

配
食

ケ
ア

プ
ラ

ザ
の

出
張

相
談

（
1
4
3
0
-
1
6
3
0
）

仮
・

宅
配

お
弁

当
作

り
＋

時
短

料
理

支
援

仮
・

一
時

困
難

者
向

け
配

食
仮

・
子

連
れ

カ
フ

ェ
仮

・
子

連
れ

カ
フ

ェ

夜
間

（
1
7
：

0
0
-

1
8
：

0
0
）

仮
・

日
替

わ
り

ス
ナ

ッ
ク

仮
・

日
替

わ
り

ス
ナ

ッ
ク

仮
・

子
ど

も
食

堂
仮

・
子

ど
も

食
堂

仮
・

日
替

わ
り

ス
ナ

ッ
ク

仮
・

日
替

わ
り

ス
ナ

ッ
ク

な
み

き
大

家
族

（
1
7
0
0
-
★

2
0
0
0
）

な
み

き
大

家
族

（
1
7
0
0
-
★

2
0
0
0
）

な
み

き
大

家
族

（
1
7
0
0
-
★

2
0
0
0
）

な
み

き
大

家
族

（
1
7
0
0
-
★

2
0
0
0
）

仮
・

日
替

わ
り

ス
ナ

ッ
ク

仮
・

日
替

わ
り

ス
ナ

ッ
ク

2
2

2
3

2
4

2
5

2
6

2
7

2
8

午
前

（
1
0
：

3
0
-

1
3
：

0
0
）

フ
リ

ー
・

レ
ン

タ
ル

ス
ペ

ー
ス

シ
ェ

ア
キ

ッ
チ

ン
フ

リ
ー

・
レ

ン
タ

ル
ス

ペ
ー

ス
シ

ェ
ア

キ
ッ

チ
ン

フ
リ

ー
・

レ
ン

タ
ル

ス
ペ

ー
ス

シ
ェ

ア
キ

ッ
チ

ン
フ

リ
ー

・
レ

ン
タ

ル
ス

ペ
ー

ス

ほ
の

ぼ
の

カ
フ

ェ

シ
ェ

ア
キ

ッ
チ

ン

ほ
の

ぼ
の

カ
フ

ェ

フ
リ

ー
・

レ
ン

タ
ル

ス
ペ

ー
ス

シ
ェ

ア
キ

ッ
チ

ン
フ

リ
ー

・
レ

ン
タ

ル
ス

ペ
ー

ス
シ

ェ
ア

キ
ッ

チ
ン

フ
リ

ー
・

レ
ン

タ
ル

ス
ペ

ー
ス

シ
ェ

ア
キ

ッ
チ

ン

午
後

（
1
3
：

0
0
-

1
7
：

0
0
）

ケ
ア

プ
ラ

ザ
の

チ
ー

ム
オ

レ
ン

ジ
出

張
講

座
（

1
3
3
0
-
1
5
0
0
）

仮
・

一
時

困
難

者
向

け
配

食
な

み
き

健
康

講
座

（
1
4
0
0
-
1
5
3
0
）

仮
・

パ
ン

作
り

教
室

仮
・

お
買

い
物

サ
ロ

ン
仮

・
一

時
困

難
者

向
け

配
食

ケ
ア

プ
ラ

ザ
の

出
張

相
談

（
1
4
3
0
-
1
6
3
0
）

仮
・

宅
配

お
弁

当
作

り
＋

時
短

料
理

支
援

仮
・

一
時

困
難

者
向

け
配

食
仮

・
子

連
れ

カ
フ

ェ
仮

・
子

連
れ

カ
フ

ェ

夜
間

（
1
7
：

0
0
-

1
8
：

0
0
）

仮
・

日
替

わ
り

ス
ナ

ッ
ク

仮
・

日
替

わ
り

ス
ナ

ッ
ク

仮
・

日
替

わ
り

ス
ナ

ッ
ク

仮
・

日
替

わ
り

ス
ナ

ッ
ク

な
み

き
大

家
族

（
1
7
0
0
-
★

2
0
0
0
）

な
み

き
大

家
族

（
1
7
0
0
-
★

2
0
0
0
）

な
み

き
大

家
族

（
1
7
0
0
-
★

2
0
0
0
）

な
み

き
大

家
族

（
1
7
0
0
-
★

2
0
0
0
）

仮
・

日
替

わ
り

ス
ナ

ッ
ク

仮
・

日
替

わ
り

ス
ナ

ッ
ク

2
9

3
0

1
2

3
4

5

午
前

（
1
0
：

3
0
-

1
3
：

0
0
）

フ
リ

ー
・

レ
ン

タ
ル

ス
ペ

ー
ス

シ
ェ

ア
キ

ッ
チ

ン
フ

リ
ー

・
レ

ン
タ

ル
ス

ペ
ー

ス
シ

ェ
ア

キ
ッ

チ
ン

フ
リ

ー
・

レ
ン

タ
ル

ス
ペ

ー
ス

シ
ェ

ア
キ

ッ
チ

ン
フ

リ
ー

・
レ

ン
タ

ル
ス

ペ
ー

ス
シ

ェ
ア

キ
ッ

チ
ン

フ
リ

ー
・

レ
ン

タ
ル

ス
ペ

ー
ス

シ
ェ

ア
キ

ッ
チ

ン
フ

リ
ー

・
レ

ン
タ

ル
ス

ペ
ー

ス
シ

ェ
ア

キ
ッ

チ
ン

フ
リ

ー
・

レ
ン

タ
ル

ス
ペ

ー
ス

シ
ェ

ア
キ

ッ
チ

ン

午
後

（
1
3
：

0
0
-

1
7
：

0
0
）

仮
・

一
時

困
難

者
向

け
配

食

夜
間

（
1
7
：

0
0
-

1
8
：

0
0
）

仮
・

日
替

わ
り

ス
ナ

ッ
ク

仮
・

日
替

わ
り

ス
ナ

ッ
ク

※
黒

字
：

自
主

事
業

・
共

催
事

業
　

青
字

：
貸

出
予

定
※

駄
菓

子
販

売
は

、
フ

リ
ー

ス
ペ

ー
ス

・
レ

ン
タ

ル
ス

ペ
ー

ス
内

で
火

～
日

の
毎

日
販

売
で

す
。
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別
紙
2　

朝
比
奈
委
員
③
　
松
村
委
員
③
　
収
支
表

■
収
入

項
目

月
額

数
量

金
額

登
録
会
員
費

0.
6万

円
40
団
体
・
個
人

24
万
円

レ
ン
タ
ル
ス
ペ
ー
ス
・
シ
ェ
ア

キ
ッ
チ
ン
随
時
利
用

3万
円

5,
00
0円

×
6日

（
月
間
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
表
の
青
色
空
き
部
分
）

3万
円

小
箱
シ
ョ
ッ
プ

0.
3万

円
16
か
所

4.
8万

円
駄
菓
子
売
上

2.
5万

円
1,
00
0円

×
25
日

2.
5万

円
有
料
飲
み
物
売
上

5万
円

10
0円

×
20
名
×
25
日

5万
円

ほ
の
ぼ
の
カ
フ
ェ
売
上

4万
円

50
0円

×
20
名
×
4日

（
共
催
者
で
あ
る
地
区
社
協
の
分
を
除
い
た
本
グ
ル
ー
プ
分
）

4万
円

「
あ
つ
ま
れ
！
な
み
き
大
家

族
」
売
上

8万
円

20
0円

×
50
名
×
8日

8万
円

「
あ
つ
ま
れ
！
な
み
き
～
10
0

ま
で
な
み
き
」
参
加
費

4万
円

50
0円

×
20
名
×
4日

4万
円

か
な
ざ
わ
ふ
れ
あ
い
助
成
金

5.
8万

円
「
あ
つ
ま
れ
！
な
み
き
大
家
族
」
年
間
40
万
円
・
「
あ
つ
ま
れ
！
な
み
き
～

10
0ま

で
な
み
き
」
年
間
30
万
円

5.
8万

円

収
入
合
計

61
.1
万
円

■
支
出

項
目

金
額

備
考

家
賃

10
万
円

50
万
円
の
と
こ
ろ
負
担
10
万
円

人
件
費

25
万
円

1万
円
×
１
名
×
25
日

水
光
熱
費

5万
円

10
万
円
の
う
ち
5万

円
負
担
（
た
ぬ
き
ち
商
事
と
折
半
）

材
料
費

10
万
円

駄
菓
子
・
有
料
飲
み
物
・
ほ
の
ぼ
の
カ
フ
ェ
・
「
あ
つ
ま
れ
！
な
み
き
大
家

族
」
食
材
費

印
刷
費

1万
円

消
耗
品
費

1.
5万

円
ボ
ー
ル
ペ
ン
・
養
生
テ
ー
プ
な
ど

「
あ
つ
ま
れ
！
な
み
き
～
10
0

ま
で
な
み
き
」
講
師
謝
金

6万
円

1.
5万

円
×
4回

通
信
・
IT

1万
円

当
番
の
電
話
受
付
等
の
ス
マ
ホ
契
約
料
金
・
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
管
理
や
チ
ラ
シ

作
成
の
為
の
タ
ブ
レ
ッ
ト
端
末
の
契
約
料
金
・
チ
ラ
シ
作
成
ソ
フ
ト
の
月
額

利
用
料

次
月
へ
繰
り
越
し

1.
6万

円
本
グ
ル
ー
プ
の
活
動
費
用
・
整
備
場
所
の
メ
ン
テ
ナ
ン
ス
に
充
当
す
る

支
出
合
計

61
.1
万
円
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あ
つ

ま
れ

！
な

み
き

ワ
ー

キ
ン

グ
グ

ル
ー

プ

た
ぬ
き
ち
商
事

並
木
地
域
ケ
ア
プ

ラ
ザ

ヨ
コ
ハ
マ

マ
マ
ナ
ビ

地
区
社
協

自
助

連
絡
協
議
会

連
合
自
治
会

区
社
協

民
生
委
員
児
童
委

員
会

大
学

病
院
・
訪
問
看
護

・
訪
問
介
護

区
役
所

ケ
ア
マ
ネ
事
務
所

ケ
ア
プ
ラ
ザ

ビ
ア
レ
ヨ
コ
ハ
マ

金
沢
商
業
開
発

並
木

二
丁
目

第
一

住
宅

自
治
会

己
書
ほ
か

内
閣
官
房

生
涯

活
躍
の
ま
ち

生
涯
活
躍
の
ま
ち

推
進
協
議
会

富
岡
東
地
域

ケ
ア
プ
ラ
ザ

保
健
活
動
推
進
員

会 ス
ポ

ー
ツ
推
進
委
員

連
絡

協
議

会

環
境
事
業
推
進
委

員
会

青
少
年
指
導
員
協

議
会 ほ
の
ぼ
の
・
お
助

け
隊 エ

ン
ジ

ョ
イ
子
育
て
委
員
会

・
子
育
て
拠
点
と

こ
と
こ

・
保
育
園

・
幼
稚
園

・
子
育
て
当
事
者

・
あ
し
た
広
場

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
グ

ル
ー
プ

・
陽

さ
し
の
会

・
並

木
の
会

・
く

じ
プ
ラ

・
に

ほ
ん
ご
を
は
な
そ
う

・
絵

本
く
る
く
る
会

シ
ニ

ア
ク

ラ
ブ
コ

ス
モ

ス
10

（
10

ほ
ど

の
ク

ラ
ブ

活
動

・
18

0名
ほ

ど
）

わ
く

わ
く

カ
フ

ェ
実
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ラ
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ラ
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ラ
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ラ
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潮
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育
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自
主
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業
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介
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連
な
ど
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護
司
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援
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ぴ

の
縁
側

公
園

愛
護

会
参

加
ア

ー
テ
ィ

ス
ト

他
参

加
団

体

金
沢

シ
ー
サ
イ
ド
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各
店
舗
・
保
育
園

た
ぬ
き
ち
長
屋
住

民
た
ぬ
き
ち
長
屋
店

舗

参
加

団
体

学
校

地
域

コ
ー
デ

ィ
ネ

ー
タ

ー

カ
フ
ェ
プ
ラ
ス

お
店

関
連

子
育

て
支
援

関
連
団
体

ま
ん
ま
る
音
楽
劇

あ
つ

ま
れ

！
な

み
き

団
体

登
録

及
び

連
携

協
力

団
体

（
候

補
含

む
）

関
係

図 カ
ル
チ
ャ
ー

趣
味
活
動

凡
例

提
案
グ
ル
ー
プ
・

自
主
事
業
活
動
主
体

メ
ン
バ
ー
所
属
団

体

連
携
を
進
め
て
い

る
団
体

各
団
体
の
関
連
団

体
・
補
足
情
報

こ
ど
も

応
援
部

メ
ン
バ
ー
所
属
団

体
以
外
で
イ
ベ
ン
ト
実
施
済
み
団
体

別
紙

3：
植
松
委
員

②
相
関
図
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ヨコハマ市民まち普請事業

２次コンテスト事前質問集 

【提案名グループ名】 

いちょう坂商店街カフェ 

事 前 質 問 回  答  欄 

朝比奈委員 

① レンタルスペースの利用や講座の開催

など現段階でどれくらいの見込みがあ

りますか。具体的に教えてください。

自治会が主体となるレンタル利用として

は、月 7回、利用料収入は約２万円を想定

し、フレイル体操（月 4 回）・スマホ教室

（月 2回）・写経（月 1回）などを見込んで

います。その他、個人での利用は幼児向け

のフォトサービスやハンドマッサージな

どでの利用相談も頂いています。 

いちょう坂商店街カフェが主催する講座

は、毎月大人向け・子供向けを開催予定と

していますが、多世代向けとして開催する

食育講座は地域の食生活等改善に取り組

むボランティアグループに依頼し、定期的

に開催します。 

（幼児向けのフォトサービスイメージ） 

赤ちゃんの背中にエンジェルが！ 

身体にやさしいペイント材を使用し

ます。 
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② 部屋の使い方について教えてくださ

い。たとえば講座の開催時、どのような

使い方を想定していますか。

スペースの使い方は、講座内容にもよりま

すが、フレイル体操は椅子に座って出来る

体操のため、テーブルを片付け、椅子のみ

とし、８名ほどが参加出来るスペースを作

り実施します。 

カフェ営業時に講座を同時開催は出来な

いのでカフェ営業日以外に講座のみ開催

または午前中を講座、午後は軽食タイムに

と考えています。 

今のところ週４日の１０：００～１５：０

０営業を予定していますが、夏季は夕方も

オープンし、仕事帰りの方の利用も視野に

入れていきます。 

③ 活動の収支計画を教えてください。 月当たりの収入として、２４万円（商店街

事務局委託費５万円・カフェ営業１５万

円・レンタルスペース料２万円・物販２万

円）を計画。 

月当たりの支出としても、２４万円（賃料

１３万円・光熱費３万円・仕入７万円、そ

の他１万円）を計画しています。 

さらに、安定した収入を増やすため、サポ

ーター会員のしくみを検討しています。今

のところ、会員には月千円でコーヒーを３

回飲める回数券を配布します。当面 30 名

を目標とし 3万円の収入増になると見込ん

でいます。 

植松委員 

① ランチの提供や、地域に向けて地産地

消製品を集めて売り出すなど、何らか

の方法でもっと地域を巻き込んだ形で

運営費を確保しなければ、長続き出来

ないのではないかと思いますが、どう

お考えでしょうか。

野菜等の直売を定期的に実施する予定で、

近くのチャレンジフィールド（笠原農園）

や野庭農業専用地区の野菜農家から野菜

や果物などを仕入れ販売する予定です。ま

た、軽食として、近隣小学生が考案したや

きそばメニューを提供します。このやきそ

ばは 6年生がもっと地域と関わりたいとい

う思いから先生に提案し、実現したもので

す。近隣中学校の校長先生からも生徒が考

案したメニューのご提案も頂き、今後提供
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していく予定です。その他、港南区と交流

のある宮城県大崎市の野菜やお米も販売、

商店街の商店とのコラボ商品を企画して

いきます。第一弾として商店街の和菓子屋

さんといちょう坂商店街カフェオリジナ

ルクッキーを試作するなど、地域を巻き込

んだ取り組みを行っています。 

川原委員 

質問なし 

後藤委員 

質問なし 

杉崎委員 

① 現段階で実現性の高い講座やワークシ

ョップなどの具体的な企画内容につい

て教えてください。

内藤畳店による、余った畳のへりを使った

アクセサリーワークショップや井草を使

用したお正月飾り講座、ボンコアンコーヒ

ー店によるコーヒーの淹れ方講座、和菓子

徳増さんと中学校 PTAのお母さんによるレ

ジン講座を予定しています。 

カフェでは季節行事を大切にしたいと思

っており、定期的にミニイベントを開催し

ます。直近では 1月１２日にお餅つきを予

定しております。 

② 車いすを利用している人のトイレ利用

への配慮は想定していますか。

トイレまでの動線の確保やバリアフリー

トイレの完備がスペース上難しいため、既

（いちょう坂商店街カフェオリジ

ナルクッキーイメージ）

抹茶・チョコレート・チーズ味など

があります。（１０枚入り） 
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に近隣店舗にお声掛けし、お借りできる体

制を整えていますので、そちらをご案内い

たします。 

鳥海委員 

① 小上がりに布カーテンは転落の危険が

あると思いますが、どのような工夫を

されていますか？

おむつ交換や着替えなどの一次的な利用

を想定しており、小さいお子さんだけの利

用は想定しておりません。運営後、必要と

判断した時はガードを用意するなど検討

します。 

② 整備にあたり、商店街会員 3 名の他に

住民やメンバーが携われる箇所はあり

ますか？

クロス剥がしやクロス貼り替え、飾り棚設

置を地域の方々にもお手伝い頂く予定で

す。また、後述する案内看板や商店街マッ

プなどは、中高生の美術部や若い方々など

による企画・制作を検討しています。 

③ 地域の見守り機能を兼ねるとのことで

すが、「何かいつもと違うな」と気にな

る人が出た場合、グループの人とどの

ように情報を共有しますか。またその

後、行政機関やプロの相談窓口に繋ぐ

なども考えていますか？

現在も気になる事があった場合、商店街グ

ループ LINE で情報共有しており、必要に

応じて、自治会へも連絡し、民生委員やケ

アプラザへ繋いでいます。そうしたネット

ワークの場が一層広がることを期待して

います。 

肥後委員 

質問なし 

松村委員 

① 多くの機能を持たせたいようですが、

この面積で狭くないですか？

決して広いスペースとは言えませんが、情

報発信や物販など広さに拘わらず出来る

事を積極的に進めていきます。日頃から自

治会・ケアプラザ・コミュニティハウスと

講座開催について情報交換を行い、参加人

数が多く見込まれる子供向け工作講座や

ワークショップは、自治会館やケアプラザ

の多目的ホールをお借りして実施できる

よう事業計画に組み込んで頂く予定です。 

② 地域の課題解決のためにデザイン上で

特に工夫した点はどこに見られます

か？

入口には、カフェ内で開催されるレンタル

利用や講座等の催しやランチメニューな

どをお知らせする魅力的なデザインの案

内看板を設置します。また、店内には、商

店街の事務局機能も兼ねるため、壁に商店
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街マップを貼り付けまたは直接描くこと

を検討しています。マップには店主の写真

を貼るなど身近に感じて頂けるよう工夫

します。 

その他、商店街が坂道のため、特に夏場な

どのひと休み場所として利用して頂ける

ベンチを入口付近に設置します。 
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◆
ス
ロ
ー
プ

誰
も
が
利
用
で
き
る
た
め
に
！

草
花
を
愛
で
回
遊
し
な
が
ら

ウ
ッ
ド
デ
ッ
キ
へ
と
繋
が
る

◆
み
ん
な
で
造
る

ミ
ニ
ウ
ッ
ド
デ
ッ
キ

子
ど
も
も
大
人
も
森
の
緑
を
愛
で
な

が
ら
休
憩
し
た
り
､本
を
読
ん
だ
り
、

お
し
ゃ
べ
り
し
た
り
。
点
在
す
る
ミ

ニ
デ
ッ
キ
は
そ
れ
ぞ
れ
の
快
適
な
距

離
感
で
落
ち
着
く
居
場
所

森
の
風
を
感
じ
な
が
ら
草
原
の

く
ね
く
ね
小
道
を
散
歩
！

◆
回
遊
の
小
道

◆
ア
プ
ロ
ー
チ

飛
び
石
状
に
並
べ
ら
れ
た
ア
プ
ロ
ー
チ
は
自
然

豊
か
な
｢ア
ス
レ
の
森
｣の
入
り
口
に
誘
う
！

｢あ
す
の
こ
広
場
｣は
こ
ん
な
と
こ
！

施
工
図
面

完
成
予
想
図 ◆
メ
イ
ン

ウ
ッ
ド
デ
ッ
キ

急
傾
斜
地
の
安
全
性
を
考
慮
し
グ
ラ
ウ
ン
ド
側
に
メ
イ
ン
デ
ッ
キ
を
設
置
。

児
童
の
授
業
や
合
唱
、演
劇
な
ど
の
発
表
、地
域
の
ヨ
ガ
・
体
操
・
盆
踊
り
サ
ー
ク
ル
、バ
ン
ド
の
演
奏
、

工
作
教
室
な
ど
、
体
験
と
発
表
の
場
。
グ
ラ
ウ
ン
ド
で
の
試
合
観
戦
や
行
事
観
覧
、
休
憩
、
見
守
り

の
場
。
キ
ッ
ズ
ク
ラ
ブ
の
お
弁
当
時
間
な
ど
、
の
ん
び
り
過
ご
せ
る
広
場
！

計
画
タ
ー
ゲ
ッ
ト
エ
リ
ア

落
石
等
の

可
能
性
が

高
い
エ
リ
ア

斜面
傾斜
の方
向

相
対
的
な
安
全
性

高
低

森
の
風
を
感
じ

く
ね
く
ね
小
道

◆
回
遊
の
小

◆
落
石
防
止
ウ
ォ
ー
ル

万
が
一
の
落
石
の
危
険
性
に

配
慮
し
､遊
び
心
も
兼
ね
備

え
た
わ
く
わ
く
す
る
デ
ザ
イ

ン
の
壁
を
斜
面
側
に
設
置
。

◆
シ
ン
ボ
ル
ツ
リ
ー

4
年
生
の
国
語
の
教
科
書
に

も
出
て
い
た
プ
ラ
タ
ナ
ス
。

ア
ス
レ
の
森
と
広
場
、

そ
し
て
子
ど
も
た
ち
や
地

域
の
人
々
を
見
守
る
！
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あすのこチーム　みんなで運営！
祖父母から親世代、子･孫世代へと
多世代が無理なく､楽しく、枠を超えて

◆子どもたちの自由な
遊びと学び活動に

｢あすのこ広場｣と｢アスレの
森｣を子どもたち自身が考え、
企画しながら楽しむ！

それぞれのチームを繋ぎながらサポート。
会計業務、助成金、クラファン、募金、
企業とのコラボなど対応。

◆それぞれのチームを繋ぐ

◆｢アスレの森｣と｢あすのこ
広場｣の維持と保全活動

地域住民と学校、子ども、保護者､サークルメ
ンバーが関東学院大学など近隣大学やみどり
の協会、樹木医などと連携し、こまめな草刈
りや手入れをしながら維持と保全に取り組む。

◆見守りチームメンバーに！
｢あすのこ広場｣施工後、運営がスタートし
たら、子どもたちの｢アスレの森｣利用の際
の見守りや森のメンテ、植栽、企画､広報、
マネージメントなど得意なチームに！

◆楽しく植栽！
花のボランティア
｢ガーデンボランティ
アすみれ｣や草花に興
味のある地域住民、
保護者が子どもたち
と楽しく植栽！
｢あすのこ広場｣を楽
しく癒やされる緑と
花の広場に

◆仲間を集め、
｢あすのこ広場｣の
活動を広く伝える！
｢あすのこ広場｣と｢アスレ
の森｣を広く知ってもら
い、活動に気軽に参加し
てもらうために。広報や
募集活動を展開！

町内の掲示板
あすのこ広場
の常設コーナー

公式HP
｢あすのこ｣LINE
インスタなど
SNS等の発信など

グリーン
アドバイザーの
アドバイス

まちの
花屋さんと連携

樹木医など
専門家との連携

無理なく、独自のイベントも企画しながら、地
域のさまざまなサークルなどにも発表や活動の
場として参画してもらう。
また安全教室なども学校や消防団、ネイチャー
ガイドと連携し企画実施。

◆いろんな企画を無理なく楽しく♬

◆みんなで造る！
地域住民と関東学院大学、自然や拠点づくり
に興味のあるボランティアも地域枠にとらわ
れず幅広く募りみんなで広場づくりに取り組
むことで、あすのこ広場をたくさんの人に
知ってもらう機会もになる。

瀬ケ崎小学校の
創立から70年‼
周年行事の度に
地域と学校が協働し、
森の手入れをし
愛されてきた歴史

関東学院大学
とのコラボ

ワークショップや
みどりアップ

南共済病院との連携

まちの先生や
横浜市や金沢区、大学の
ボランティアサポートセンター

企業との連携

わんぱくランド整備の歴史（30 周年記念誌より） 

町内会、自治会の
見守り・防犯パトロール
防災班などとの連携

地域の
スポーツ団体、
サークルなどへの
呼びかけ

金沢区民
活動センター
“ゆめかもん”

横浜市緑の協会や
公園愛護会、

町内会等のグリーン
ボランティア
との連携

森づくり
ボランティアの
登録や研修
アドバイザーの
派遣や連携

関東学院大学の建築･環境学部研究室主催
大学生と子ども・地域住民のワークショップ開催
（2015 年～25 回実施）
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ヨコハマ市民まち普請事業

２次コンテスト事前質問集 

【提案名グループ名】 

「アスレの森」を残す会「あすのこ」 

事 前 質 問 回  答  欄 

朝比奈委員 

① ウッドデッキの土台や基礎はどのよう

になりますか。

基礎部分はコンクリート製のコンクリ

ートピンコロと呼ばれる四角形の基礎

石を使用予定 

② ウッドデッキはどのような使い方をし

ますか。授業、地域の方たちの普段の利

用などシーンを想定して教えてくださ

い。

〇メインウッドデッキ 

授業：グラウンドでの活動の休憩や応援観

戦の場。合唱や劇などの発表の場 

地域：ヨガや体操教室、ダンスなどのイベ

ント開催や発表の場、グラウンドでの試合

観戦や休憩場所として。のんびり座って森

をながめながら過ごす場。 

〇ミニウッドデッキ 

授業：休み時間は友達とおしゃべりした

り、休憩したり、たのしく過ごす場として。

読み聞かせや読書の時間として利用。総合

学習等、様々な授業でのグループ学習の場

として。 

地域：ゆっくり森を眺めながら、休憩した

り読書したり、おしゃべりする場として利

用。 

植松委員 

① 現地視察に伺った際、とても素晴らし

い空間で、今のまま＝デッキではなく

芝生、緑地帯のままで充分素敵だと感

じられましたが、これをデッキにしよ

うとする必要性を教えて下さい。

緑地帯は天気がいい時も湿気が多く、特

に雨天後は、ぬかるみ状態になるため、活

動をためらう場合が多いです。そこで緑地

帯の一部に広いウッドデッキを設置し、広

場の整備をする事で雨天後も｢アスレの

森｣の前での活動が活発になり、天候にか

かわらず快適に過ごすことができると考

えます。 
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グラウンドや教室からも森のシンボル

として広がるウッドデッキは、わくわくす

る場として、アスレの森へ誘う重要な働き

をしてくれます。また、回遊の小径やミニ

ウッドデッキなどがあることは、子どもた

ちの遊びや観察場所としての機能を妨げ

ることもありません。むしろある程度整備

することで、緑地帯での活動の可能性が広

がり、これまで以上に自然に親しむ契機と

なるのでは期待しています。 

② ウッドデッキは案外腐食が早く、特に

こちらの土地のような、樹木や丘地か

らの湿度がもたらされるような場所で

は 10 年ほどで腐食が始まることがあ

りますが、その場合の対策はどのよう

に考えていらっしゃるでしょうか。

基礎部分や柱の部分などは、樹脂などの人

工木材を使うことで、湿気による腐食の課

題にも対応。床下の風通しなどにも考慮

し、長く使用できるかと思います。天然木

については、定期的な塗装整備（最低 2年

に 1度）を考えています。 

③ 回遊の小径は、車椅子とその介助のス

ペースを十分にとり、傾斜などにも充

分に配慮する必要がありますが、それ

だけの場所を確保出来そうでしょう

か。

設計段階でも傾斜は緩やかに計画してお

り、介助者にとって小径と草地の段差も少

ないので問題ありません。スペースもとく

に問題ありません。 

川原委員 

質問なし 

後藤委員 

① ミニウッドデッキの利用イメージを具

体的に教えてください。

ミニウッドデッキの想定している利用方

法については朝比奈委員の質問②の回答

内容と同じになります。 

杉崎委員 

① 施設やグループの活動以外で地域住民

等が自由に森に入ることができる時間

はありますか。

地域住民の利用は、現時点では、基本的に

土曜日・日曜日の学校開放時が対象となり

ます。 

また、近隣の小学校や幼稚園、保育園等の

利用に関しては引率の先生や保育士が対

応してくれることを前提に平日も利用可

能です。 

② ミニウッドデッキを整備するに至る経

緯、また想定している利用方法を教え

これまでのワークショップ開催で参加し

た子どもたちや保護者、地域住人から屋外
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てください。 でおしゃべりしたり、のんびり過ごせる場

所やぼーっとしたり、落ち着く場所がほし

いという希望がありました。丸太椅子やベ

ンチづくり等のワークショップを通して、

落ち着くスペースや心地よい場所につい

て体感。みんなで手作りのミニウッドデッ

キも造りたいとの声が上がりました。

ミニウッドデッキの想定している利用方

法については朝比奈委員の質問②の回答

内容と同じになります。 

鳥海委員 

① 現地視察させていただき、「アスレの

森」はとても素敵な場所だと実感しま

した。自然の中で過ごすこと、自由に遊

べる環境の大切さを知っている「あす

のこ」さんが隣接する箇所にこれだけ

の造作物を必要とされる理由を教えて

ください。

｢アスレの森｣の素晴らしさや親しみにつ

いては、アウトドア好きな大人や子どもは

充分感じていると思います。しかし虫や草

木が苦手な子どもたちや保護者、自然に触

れあうきっかけのない地域住民も多くい

ます。そういった子どもや地域住民もメイ

ンウッドデッキやミニデッキなどがある

ことで、そこに座り、木々や鳥の声を聴き

ながら居心地の良さを体感したり、回遊の

小径での散策、花壇の季節の草花を楽しむ

ことで、｢アスレの森｣の自然にもっと親し

むきっかけになると考えています。 

② 基本的に「アスレの森」と別物として、

子どもたちの活動は森の下で完結する

とのことでしたが、造作物を作ること

によって、大切にしている「アスレの

森」の課外活動自体をどう変化させて

いきたいかを教えてください。

｢アスレの森｣は六浦東のランドマークで

あり、類い希な財産であると考えていま

す。六浦東地区は瀬ケ崎小学校で育ち、地

域の担い手として定住している人が多い

地域です。愛着ある小学校の中に皆が集え

るウッドデッキなど、親しみやすい広場を

つくることは、｢アスレの森｣の価値を再確

認し、森への愛着を持つ人が増えると共

に、地域の人的繋がりも育まれ、地域全体

で森の保全や維持管理をしていく上でも

重要な役割を果たします。 

小学校は防災拠点でもあり、ウッドデッ

キのある｢あすのこ広場｣を防災キャンプ、

炊き出しなどにも利用でき、地域住民の防
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災にとって極めて有用です。 

 ｢あすのこ広場｣ができることで活動の

内容など、質量ともに拡がり、自然から遠

ざかりがちな大人、子どもにとって五感を

使って自然を体験できる貴重な場になる

と確信しています。 

未来のまちを担う子どもたちの成長は、

地域の発展や住民福祉にとっても大切な

意味をもっていると考えます。 

③ 小学生だけではなく、近隣幼稚園保育

園を含めた子どもたちの活動、自然に

親しめる環境をこれからも大切にする

ために一番必要だと思っている造作物

はなんですか？

子どもから大人まで、地域の多世代が集ま

り、ゆっくり過ごせるウッドデッキです！ 

また、森に繋がるちょっと遊び心のあるミ

ニデッキが点在する広場も、森の散策が難

しい小さな子どもたちにとって、森への関

心を高めながら無理なく遊べる場になる

のではないかと考えています。 

肥後委員 

① 学校に近隣の方が気軽に訪れることに

心配はありませんか？

平日、児童がいる時間帯は正門での解錠

等、学校の管理下で行われ、出入りチェッ

クも可能なので特に心配はしていません。

土日の学校開放時は、グラウンド利用団体

の管理下にあるので登録の利用団体と相

談していきたいと思います。地域に開かれ

た学校としての伝統もあるので工夫し検

討していきます。 

松村委員 

① 児童が利用することはイメージが湧く

のですが、地域の方々はどのように利

用されると想定していますか？

〇講師を招いてヨガ・体操教室や森のサウ

ナ、ピザ・パン焼き講座、野鳥や草花など

の自然観察会、コーヒー講座、野点、アク

セサリー手作り講座の開催。災害救助犬や

盲導犬教室などの企画など。 

〇保健活動推進委員と協働し、フレイル予

防体操教室、消防団と協働しての防災教室

など多世代向けのイベントを企画。 

〇大学と連携したワークショップも引き

続き開催。みどりアップ活動ともコラボ。 

こうしたイベントで地域住民の交流や
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人材の更なる掘り起こしをしたい。 

〇バザーやフリーマーケットの企画開催。 

〇花壇整備のボランティアと協働して、広

場の花壇整備をし、季節のテーマに沿って

楽しい草花の広場にも！花を愛でに、地域

の老人会や婦人会などが憩える広場にし

ていく予定です。 

〇町内会単位での婦人会の集まりやイベ

ントを気軽に開催。

毎年小学校で実施されている六浦東地区

全体の防災訓練、芸能祭、社明大会などを

広場を使った企画としても検討中です。 

コロナ前には小学校で毎年開催していた

六浦東地区の地域・子ども交流イベント

｢ふれあいまつり｣（地域の青少年育成関係

者やまちの先生などが中心に、ゲームや工

作、着付け、手芸教室など実施）の再開も

検討しています。 

土日にイベントなどがなくても、見守りス

タッフのいる日は広場を開放。ウッドデッ

キに腰掛け、鳥の声や森の緑を眺め、ゆっ

くり過ごす癒やしの場として、それぞれが

落ち着くデッキや空間で過ごせること。そ

れが地域の大人も子どもにとっても最大

の魅力ではないでしょうか。 

② アスレの森の木を、整備に用いる計画

はありますか？

すでに手入れの際に出た間伐材を使って

ワークショップによる丸太ベンチの製作・

設置やウッドチップを広場整備に利用し

ています。今後も同様の活動を続けるとと

もに、さらに地域に呼びかけ、こまめに森

や広場の安全点検や整備に取り組みます。

少人数でも、定期的に整備することで作業

効率も高め、ウッドデッキや森の保全・整

備においてもベストだと思います。 

③ 整備後の維持管理にかかる費用は、ど

のように作り出す予定ですか？

〇恒常的な募金の呼びかけ。 

〇イベント実施の際、会費の一部を森や広

場の整備費用として利用。 
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〇フリーマーケット、バザーを開催し、収

益を活動運営と整備費用に充てることを

考えています。 
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ヨコハマ市民まち普請事業

２次コンテスト事前質問集 

【提案名グループ名】 

パレット境木ベース運営委員会 

事 前 質 問 回  答  欄 

朝比奈委員 

質問なし 

植松委員 

① 学校住宅街に隣接し、通りにも面した

広い開口部を持つ建物で、リノベーシ

ョンするとそれは素敵なものに仕上が

ると思われますが、この場所が活用さ

れる見通し＝どのような方々、どのよ

うな場面で活用されそうか、を教えて

下さい。

WEB アンケートの回答は 66 件あり、中でも

多かったニーズを踏まえつつ、次の 3つのよ

うな使い方を想定しています。 

①中高年世代のチャレンジの場所

マルシェ・ワークショップ・カフェ等

趣味で始めた小物製作物の販売や講習会（ワ

ークショップ）を開催し、活用したいと言っ

ている出店メンバーがいます（その他資料②

「パレット境木ベース体制図」参照）。整備

後はカフェや地域食堂（子ども食堂）で活用

を考えている方もいます。 

②ゆっくりおしゃべりが楽しめるカフェ

健康体操やグランドゴルフ帰りの高齢者が

ふらっと立ち寄り、お茶やランチが楽しめた

り、子育て世代が保育士に子供を預けて、ワ

ークショップやカフェを楽しめる日も予定

しています。 

③公共の場として気軽に利用

商店街の通りは、生活道路以外に犬の散歩道

としても利用されているため、多くの地域の

方が通ります。 

提案場所に、途中で一休み出来るウッドデッ

キを外に設置することで、誰もが気軽に利用

してもらえるようにします。 

② 昨今は、高齢者は膝などの脚の問題か

ら、若年者は正座や胡坐がかけない、

畳の部屋は、将来的な張り替え等のコスト面

を考え、今回の提案では、畳敷き（マット）
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などの問題から畳の部屋は人気が無い

が、実は畳の部屋は立っても座っても

寝てもよく、一番ノスタルジアを感じ

させられる空間だと思いますが、それ

を活かしたリノベーションは考えられ

ましたか。 

とフローリングの 2way で出店者や利用者の

幅を広げます。 

例えば、飲食やお菓子製造等での利用の場合

は、水回りの衛生面や清掃がしやすいフロー

リングとして使用します。子育てサロンの利

用時には、ハイハイや伝え歩きのお子さんが

安全に動き回れるように畳マットをフロー

リングの上に敷いて使用します。

また、畳マットでの使用は、ノスタルジアを

感じさせる茶会や、定員数の多い会合なども

想定しています。 

川原委員 

質問なし 

後藤委員 

① ２階の方がスペースが広いため、２階

をカフェにしていると思いますが、２

階に上りづらい方も多いと思います

（高齢者など）。それについてはどの様

に考えていますか？

２階のカフェメニューを、テイクアウトでき

る容器で提供し、１階でも楽しんで頂けるよ

うにします（出前）。そのため１階はイート

インできる飲食店営業許可を取得、併せて事

務局（全員）が食品衛生責任者資格を取得し、

衛生面でも安心して飲食が出来る場所を提

供します。 

また、カフェ以外にもワークショップ等のご

要望があれば、１階での開催も実施していこ

うと思います。 

杉崎委員 

① 現段階での２階部分の収益想定（誰が

借りてくれるのか）を教えてください。 

【その他資料②収支試算】をご覧ください。 

２階部分の収益としては主に、 

①出店メンバーの２階利用

③ジェネレーションカフェ（事務局運営）

を想定しています。 

①については、アイラカフェさん、悠仲マル

シェさん、シーズスタイル＆カルミアキッチ

ンさん、韓国料理屋さんが出店予定です。

（２万円×３～４店） 

①の出店メンバーは中高年世代が多く、既に

地域からのニーズもあり、人の繋がりもある

ことから多世代の見込み客の来店が期待で
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きます。

来店客が多ければ、やりがいや出店者側のモ

チベーションも上がり、出店の継続性にも繋

がり、安定した運営が出来ると想定します。 
(各々の SNS でも大勢の方に支持・応援され

ています) 
③については、事務局(高橋・濱崎・横山)が

運営するカフェですが、１日 20 食、月４回

開催で 64,000円/月の収入を見込んでおり、

既にイベント等でとり福さんから継承した

懐かしの味（とり福牛もつ煮・豚汁）を提供、

90食を完売しアンケートでは 10人以上の方

から継続してほしい、楽しみにしているとの

お声をいただいております。 

事務局の行う月４回のカフェ開催以外に、

１，２階の出店利用が無い日には事務局でカ

フェ（ドリンクのみ）運営をします。

鳥海委員 

① 様々な出店者がいることが魅力です

ね。毎日その場所にいる人が替わると

横に繋がっていきにくいと思います

が、出店者とお金を払った利用者だけ

で活動が完結しないよう「パレット」本

体の仕掛けとして工夫していることは

ありますか？

２階には、事務局が常駐します。事務局が常

駐することで人と人、人と情報など、地域の

人たちをつなぐ役割を担います。 事務局メ

ンバーは活動の記録をログブック（グループ

ライン）で毎回共有し、出店者も自分の活動

をログブックに記録してもらうようにする

ことで、情報共有を行います。 

また、「パレット」本体は、2階を事務局窓口

として運営し、１階での出店が無い日は、公

共の場として使えるよう貸本棚やフリース

ペースとして開放し、２階の事務局へ繋がる

インターフォンまたは見守りカメラを設置

し、事務局が１階へ来た人への対応も出来る

仕掛けをします。 

また、出店者をできるだけ同じ曜日に固定す

ることにより常連客ができ、お互いの口コミ

や紹介で出店者同士の仲が深まり、横の繋が

りが生まれていく工夫をします。 

② パレット境木ができることで街が変わ 既に「最近賑やかになった」「近くで美味し
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ることがあればどのようなことだと思

いますか？ 

いものが買えて嬉しい」「知り合いに会う機

会が多くなった」「シェアキッチンを利用し

てみたい」と様々な声を頂いています。地域

のニーズに合った場所が商店街にあること

で、その場所が地域の魅力になるだけでな

く、そこに訪れる人が増えたり、商店街のお

店に立ち寄る機会になったりします。 

また、地域に人通りが増えることで地域の人

同士の顔が見え、お互い助け合い、人の繋が

りが生まれます。 

人の繋がりがあると商店会や自治会などの

地域活動が活発になり、楽しく安心して長く

暮らせる街になると思います。 

③ 地域の見守り機能を兼ねるとのことで

すが、「何かいつもと違うな」と気にな

る人が出た場合、グループの人とどの

ように情報を共有しますか。またその

後、行政機関やプロの相談窓口に繋ぐ

なども考えていますか？

基本的に活動した日は、ログブック（グルー

プライン）で全運営メンバーが共有し、伝え

合います。 

パレットの見守り活動は地域の人同士の顔

が見える関係を築き、少しでも不安を解消す

ることを目的としています。 

質問にある「気になる人」が出た場合につい

ては、安心、安全、防犯、防災を地域ででき

る範囲で担い、専門機関や行政につなぐ体制

づくりを意識し活動します。 

肥後委員 

質問なし 

松村委員 

① １階と２階をどう使い分けるのでしょ

うか？どちらでも場所貸しをおこなう

予定ですか？

１階と２階の使い分けは用途により使い分

けます。その都度、出店者と事務局で面談し

使い分けを決定します。 

①場所貸し

主に１階は出店販売やワークショップ、 

２階はカフェ事業を行う出店者や、お菓子製

造などでキッチンを利用する方を優先に場

所貸しをします。 

②事務局の利用

場所貸しとのバランスを取り、２階を窓口と

して事務局が常駐し、１階は貸本棚やフリー
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スペースなどのふらっと立ち寄れる場とし

て活用するほか、２階は事務局とサポーター

で催すジェネレーションカフェや子育てサ

ロンかえるんちで利用し運営します。

② 予算上は、出店メンバー９名の利用料

徴収によって、安定的に運営できる見

込みでしょうか？

出店メンバーの場所貸しと、事務局の催しで

最低限の収入確保はできる見込みですが、事

務局のサポーター及び出店メンバーを増や

して更なる安定を計ります。 
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ヨコハマ市民まち普請事業

２次コンテスト事前質問集 

【提案名グループ名】 

弘明寺 チーム NECTA COLLECT 

事 前 質 問 回  答  欄 

朝比奈委員 

① 部屋の設備はわかりましたが、使い方

を具体的に示してください。メンバー、

日常的な利用者、またイベントの来所

者などにどのように過ごしてほしいと

考えていますか。

まずはクッキーの製作体験から始めます。 

その後、ラスクやチーズケーキ、プリン、

シュークリームなどいろいろなものを作

る体験の場として整備場所を使用して参

ります。 

監督者（指導員は）当面弘明寺チーム NECTA 

COLLECT、もしくは YEBISU DINING のスタ

ッフが担当します。 

まずは横浜総合高校在校生、その後近隣に

住まう課題を抱える青少年を迎え入れま

す。お菓子の製造体験を通じてコミュニケ

ーション力や課題探求、課題解決の力を養

って、将来的な就業や自立に繋がっていく

活動を致します。 

② この場所の一押し（セールスポイント）

を教えてください。

今までに実施してきた体験活動やクッキ

ーの製造活動を通じて、すでに今回のまち

普請事業での提案は大勢の方に認知をさ

れております。 

また人と場所に問題は全くないので、「設

備」があればいつでも本格的な活動が行え

る準備が出来ているところです。 

③ 活動の収支計画を教えてください。開

設当初と活動が軌道にのった後では異

なると思いますのでその点をふまえて

ください。

まち普請事業で設置する機材を共存する

就労支援事業所に有償で貸し出すことで

当面の活動資金を確保します。 

また、その後は NPO法人を設立し、寄付や

助成金を活用しながらこの活動をサステ

ィナブルなものにしてまいります。 

植松委員 
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① 課題を抱える青少年の力になりたい、

とのお気持ちはとてもありがたいもの

ですが、彼らはお菓子やスイーツの製

造体験を通じて就労や自立に向けて一

歩が踏み出せるのか、というと疑問を

感じますがどのように考えていらっし

ゃいますか？

確かにお菓子作り＝自立にはならないと

思います。ですが、皆で共同してお菓子を

作ったりすることによるコミュニティへ

の参加や実際にみんなで協力して作った

ものを食べるという行為自体は必ず彼ら

に好影響を与えるものであると考えます。 

大切なのは、課題を抱える青少年がまずそ

の場所に来ることであり、皆で協力して何

かをするということなのです。 

お菓子作りには特別のスキルは必要あり

ませんし、参加しやすさを考えたときにと

ても良いと言えるのではないかと考えま

す。 

② 町に青少年がくつろげる場所がない、

とのことですが、お菓子作りのために

コンベクションオーブン他、厨房機器

をそろえることが中心で、課題を抱え

る青少年はそこへ来てどのように地域

と関わっていこうとするのかがよく見

えないのですが、その辺りの見通しを

教えて下さい。 

自分たちで作ったものを実際に食べると

いうこと。わかりやすく言えばキャンプで

作るカレーです。楽しくワイワイと笑いな

がら同じものを作る時間は楽しいと同時

に協調性も養われるはずです。 

また就労支援施設では実際にクッキーを

製造し販売すると同時に、地域の子ども食

堂や学校等で無償提供しています。 

将来的に子供たちが開発したお菓子が地

域の子ども食堂や学校で提供される販路

がすでにあるのです。 

子供たちには人から「ありがとう」と言わ

れる人になるよう指導するつもりです。 

食と福祉と教育の融合に期待してくださ

い。 

川原委員 

質問なし 

後藤委員 

① 現時点での予定で構いませんので１週

間の活動スケジュールを教えてくださ

い。

今活動に全面的に協力してくれる横浜総

合高校の企画部の生徒さんたちと相談の

うえで決めたいと思いますが、平日の夕方

週一回から始めたいと思っています 

② 居場所の運営体制を具体的に教えてく

ださい。NPOフラターとはどの様な組織

施設は当面弘明寺チーム NECTA COLLECTの

スタッフや YEBISU DININGのスタッフが管
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になりそうでしょうか？ 理者となって運営します。 

他に元教師や元市職員の方がボランティ

アでの協力を申し出てくれているので協

力を仰ぎます。 

NPO は横浜総合高校卒業生や就労支援施設

ACE の卒業生、YEBISU DINING のスタッフ

を中心に設立します。 

他に元教師、税理士、社会保険労務士、弁

護士の士業の方にも加わっていただきま

す。 

法人の活動内容は課題を抱える青少年へ

の相談支援、その他職業体験や無料人材紹

介です。 

課題を抱える青少年が安心して働くこと

が出来る会社を一緒に見つけるお手伝い

をします。 

そのスタッフは主に課題を克服して職に

就いた横浜総合高校の卒業生が担当しま

す。 

横浜総合高校卒業生の離職率を少しでも

下げることを目的として運営を始めます

が、横浜総合高校だけでなく他校や近隣に

住む青少年の支援も行って参ります。 

杉崎委員 

① 営業時間外に運営する居場所は誰が運

営するのか（居場所開催時に誰がその

場所にいるのか）を教えてください。

当面は ACEの職員、もしくは YEBISU DINING

のスタッフがそれを担当します。 

他に元市役所職員の方や元教職員の方が

ボランティアでの協力を申し出てくれて

います。 

子供たちだけで場所を使用する事はあり

ません。 

② 居場所として活用するための行う具体

的な整備内容を教えてください。

お菓子作りを行うための設備一式です。 

確かにお菓子作り＝居場所というのは理

解され辛いかもしれません。 

ですが、お菓子作りは人を集めるツールに

十分なり得るのです。 

③ 運営を担う NPO法人のメンバー（理事） チーム NECTA COLLECTの代表と副代表、
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の構成を教えてください。 他に横浜総合高校の元教職員、 

横浜総合高校卒業生及び在校生、 

就労支援施設 ACEの卒業生がメンバーとな

ります。 

鳥海委員 

① 学校と家以外に自分の居場所があり、

親と先生以外にも地域で見守る頼れる

大人がいることを子どもたちに知って

ほしいですね。青少年の居場所の有用

性はとても理解します。今回整備予定

の菓子製造のための什器やキッチン環

境を揃える他に、子どもの居場所作り

のために必要だと思っていること、大

切にしたいと思っていることを教えて

ください。

ご指摘の通り場所があればよいというも

のではありません。 

大切なのは信頼関係であり、その信頼を築

くことは短期間ではできません。 

私はコロナ禍の時期から横浜総合高校の

生徒さんたちと交流することで信頼関係

を構築してきました。 

また、その交流を通じて精神面を理由に課

題を抱えている生徒が多いであろうこと

にも気が付きました。 

重要なのは彼らの言うことを聞くことで

す。 

目線を合わせて話を聞くこと。 

それに尽きるのではないかと思います。 

② 従業者用手洗い設備等、菓子製造業許

可をとるために必要な条件をクリアし

ていますか？提出にあたって保健所に

相談はされていますか？

就労支援施設で実際に菓子を販売提供し

ています。 

保健所にも相談し、食品衛生責任者も登録

しておりますし、保健所からの指導や法令

を遵守しております。 

③ 新規設置のカーテンは何の目的で設置

されますか？

イベントで対抗戦を行ったり、調理に興味

を持てない参加者がいた場合に使用しま

す。 

肥後委員 

質問なし 

松村委員 

① 設備を就労支援施設に貸し出す予定と

ありますが、それは ACE のことです

か？整備された設備は誰の所有物にな

るのですか？

はい。ACEになります。 

整備された設備は弘明寺チーム NECTA 

COLLECTの所有となります。 

将来的には NPOの所有にしたいと考えてお

ります。 

② 生きづらさを抱えている青少年にとっ

て、クッキーやクッキー製作のもたら

まず食は人の心を豊かにします。 

今活動の取り組みは、「食」「福祉」「教育」
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す意味や効果とはどのようなものでし

ょうか？ 
の融合です。福祉事業所で製造されたクッ

キーを子ども食堂や学校などで無料配布

している取り組みに青少年も参加し、その

経験を通じて学びに繋げていくというも

のなのです。 

分かりやすく言うと、人から「ありがとう」

と言ってもらう取り組みなのです。 

ありがとうと言ってもらうことでやりが

いが生まれ、やりがいが自身の成長とな

り、成長が新たな挑戦へつながっていきま

す。 

手前味噌ですが、本当に良い取り組みであ

ると自負をしております。 

③ 青少年支援の実践者や専門家とは、ど

のようなつながりを持っていますか？

横浜市立高校の元及び現役の教職員、 

横浜市の外郭団体である横浜ユース、 

横浜市立横浜総合高校、 

横浜市立みなと総合高校、 

NPO法人横浜開港場など、 

青少年支援の専門家であるこれらの施設

や団体と協力しながら実際に青少年支援

を行っています。 

具体的には体験活動やイベントの企画実

行です。 

他に信頼関係の下、青少年の個人的な相談

に乗ったりしています。 

弘明寺チーム NECTA COLLECT代表の私は、

経営者の団体である、 

神奈川県中小企業家同友会 

理事 飲食物販業部会長を拝命し、 

国際ロータリー横浜南ロータリークラブ

に所属しております。 

私の経営者としての人脈を生かし、上記団

体以外にも様々な関係者や団体の支援を

受け、本活動を運営して参ります。
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これまでの活動
※隔週土曜にまち普請メンバー定例打ち合わせ

7月15日 壁塗りワークショップ

8月22日 師岡小学校PTA会長面会

8月31日 オープンハウス

9月8日 雨庭整備に関するレクチャー

9月10日 駄菓子屋

9月14日 オープンハウス

9月16日 メンバーでまち歩き

9月17日 駄菓子屋

9月24日 駄菓子屋

9月28日 熊野神社市民の森愛護会会長面会

10月1日 駄菓子屋

10月5日 大倉山自治会会長面会

10月8日 駄菓子屋

10月15日 駄菓子屋

10月17日 DIYワークショップ

10月22日 駄菓子屋

10月29日 駄菓子屋

11月5日 駄菓子屋

11月12日 駄菓子屋

11月17日 染色ワークショップ

11月19日 駄菓子屋

11月24日 「こどものまち」セミナー

11月26日 駄菓子屋

12月1日 自治会12月定例会（予定）

オープンハウス（内覧会）

「レモン便り」毎月発行，インスタ発信

毎週火曜 駄菓子屋開催

ワークショップ・レクチャー
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動
が
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ん

寺
社
や
農
地
・
森

が
残
っ
て
い
る
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の
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縁
側
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ッ
ク
ス
タ
ン
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地
域
の

広
場

シ
ェ
ア

資
源

循
環

体
験
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治
会
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子
ど
も
の

居
場
所

ワ
ー
ク
シ
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地
域
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の
波
及

農
地
に
ブ
ッ

ク
ス
タ
ン
ド

交
差
点
・
通
学
路

の
安
全
性
向
上

各
家
前
に

ベ
ン
チ

市
民
の
森
活

動
へ
の
参
加
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ヨコハマ市民まち普請事業

２次コンテスト事前質問集 

【提案名グループ名】 

熊野の森,子どもの居場所プロジェクト実行委員会 

事 前 質 問 回  答  欄 

朝比奈委員 

質問なし 

植松委員 

① 代表者のご夫妻の、子ども達に対する

考え方や、住み開きというものに対す

る認識は素晴らしく、敬意を表します。

敢えて申し上げるなら、ご自身のお子

さん方が成長されて住み開きの我が家

は落ち着かなくて嫌だ、と言い始めた

時の対処について教えて下さい。

本提案は我が家（レモンの家）を地域に開

くことで，子どもたちに，自宅・学校以外

の第三の居場所を作ることを目指してい

ます。同様に，我が子達には，ぜひ自宅（レ

モンの家）以外に，第三の居場所を見つけ

る力をつけて欲しいと期待しています。 

また現実的には，祖母の住む実家や叔母宅

が至近にあり，そちらに寄ることになろう

かと思いますので，問題はないと考えま

す。 

川原委員 

質問なし 

後藤委員 

質問なし 

杉崎委員 

① コミュニティスペースとリビングの関

係は大丈夫でしょうか（暮らしを開き

すぎていないか不安）。

一次審査以降の駄菓子屋やワークショッ

プ等の運用では，ダイニング（左記のリビ

ング）とコミュニティスペースとの間の引

き戸を閉めることで，大きな問題はありま

せんでした。 

むしろ，まち普請で屋外空間を整備し，屋

外も積極的に使えるようになることで，イ

ベントの性質に応じて，より柔軟にパブリ

ック（敷地内の屋外や縁側），セミパブリッ

ク（コミュニティスペース），プライベート

（ダイニング等）を段階的に使い分けられ
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るようになり，状況に応じてよりメリハリ

のある運用ができると期待しています。 

鳥海委員 

① 住み開きの家があることで地域が繋が

り活性化していくことは十分に想像が

できます。今は「大森家の自主開放」で

すが、まち普請での整備した箇所は開

放が前提になると思います。大森家の

敷地でありながら地域開放のスペース

となった場合、困ることはありません

か？

屋外空間は基本的に日中は開放し，町会の

活動含め積極的に活用していくつもりで

す。また，夜間の立入も拒むものではあり

ません。何か大きなトラブルとならない限

り，屋外は終日開放していきます。念の為，

防犯カメラは設置しようと考えています。 

むしろ夜間も，交差点を街灯で照らす，塀

を取り壊すことで見通しを良くする，とい

った取組を通じ，地域の交通安全・防犯に

資するため，敷地内にとどまらない地域へ

の貢献ができると考えています。 

② 自分の家の一部でありながらパブリッ

クスペースを兼ねる場所であることに

ついて、利用者みんなに知ってもらう

ために周知する「禁止事項やルール」に

ついて、決まっているものがあれば教

えてください。 

今のところ，明確なルールを定めてはいま

せんが，持ち込んだゴミは持ち帰ってもら

う（駄菓子屋で買ったゴミは回収）ことに

しています。屋外にもこのルールを適用す

る予定です。もちろん，近隣に迷惑となる

行為（騒音等）は禁止したいと思いますが，

それ以外はなるべくルールを設けずに運

用したいと思います。 

あとはイベント等の内容に応じて柔軟に

ルールを設けたいと考えています。

肥後委員 

質問なし 

松村委員 

質問なし 

161



 

メールマガジン「ヨコハマ 人・まち」を読みませんか？

市民が身近なまちづくりに取り組むときに役立つ制度や地域のまちづくり活動の紹介、地域

まちづくりに関するイベントや講座等に関するお知らせなどを提供する、無料のメールマガジ

ンを読みませんか？ 配信申し込みは、下記の２次元コードからお願いします。

自ら主体となって、身近なまちの課題を解決したい、あるいは魅力を高めたいと考え

ている方や、身近なまちの施設等の整備アイデアをお持ちの方は、年間を通じていつで

も相談窓口を開設していますので、どうぞお気軽にご相談ください。 

【相談・お問い合わせ先】 

横浜市都市整備局地域まちづくり課 

（横浜市中区本町6丁目50番地の10 市庁舎29階） 

電話 045-671-2679  E-mail：tb-seibiteian@city.yokohama.lg.jp

地域まちづくり課 “公認”のFacebook 

「ヨコハマ市民まち普請ひろば」 

Facebookに登録していなくても誰でも見られます。 

既にFacebookに登録されている方は、是非「いいね！」を宜しくお願いします。 

ヨコハマ 人・まち

メルマガ案

令和６年度ヨコハマ市民まち普請事業 応援企業のみなさま 

まち普請事業は、市民主体のまちづくりの支援を通じてSDGsの目標達成を目指す事業です。 
SDGs推進に精力的に取り組む以下の企業の皆様からの応援をいただいています。 

まち普請ひろば 
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